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１ 計画の策定趣旨と構成等 

 
(1) 計画の策定趣旨 

平成 17 年 10 月１日に６市町村の合併により誕生した鶴岡市は、平成 21 年１月に「人 くらし 

自然 みんないきいき 心やすらぐ文化をつむぐ悠久のまち 鶴岡」をめざす都市像とする「生命

いきいき文化都市創造プラン 鶴岡市総合計画」を策定しました。この総合計画は基本構想と基本

計画から構成されており、基本計画については必要に応じ５年をめどに見直すこととしています。 
 本市では今、少子化などの自然減を主要因とする人口の減少が顕著に進行しています。そして、

そのことが産業や社会福祉などの市民の生産活動や日常生活にどのような影響を与えるか、なかな

か見通せない状況にあるなか、地域社会の維持・存続そのものにも大きな懸念が生じています。 
 また、平成 23 年３月に発生した東日本大震災とそれに伴う巨大津波は、多くの人命と財産を喪

失させ、あわせて発生した福島の原子力発電所の事故は、エネルギー政策はもとより、多くの人の

暮らしや産業面など、多方面に渡り甚大な影響を及ぼしています。不測の大規模災害に備えるため、

防災対策の強化を図り、市民の生命・財産を守る体制をしっかり構築するとともに、市民の暮らし

を守る安全安心なエネルギーを安定的に確保していくことなどが必要とされています。 
 さらに、経済雇用環境についても依然として厳しい状況にあり、特に安定して働く場の確保は、

若者の地元への定着や市民生活の安定に直結するものであることから、極めて重要な課題となって

います。 
こうした社会情勢の変化に中長期的な視点で適切に対応するため、地域の実態、課題等の把握に

努め、各種施策を的確に推進することが必要であり、このたびこれまでの基本計画を見直し、後期

基本計画を策定いたしました。 
 
(2) 総合計画の構成と計画期間 

鶴岡市総合計画は、基本構想と基本計画で構成し、各種施策の実施にあたっては実施計画を策定

しながら、これに基づき推進します。 

 

① 基本構想 

 基本構想においては、鶴岡市のめざす都市像を掲げ、まちづくりの基本方針を示すとともに、各々

の施策の大綱と計画を推進するにあたっての方針を示しています。基本構想の計画期間は、平成

21 年度から平成 30年度までの 10年間としています。 

 

② 基本計画 

基本計画においては、①の基本構想に基づき、各分野において行う施策の方向性と主要な施策等

を示しています。平成 25年度に見直した基本計画を後期基本計画とし、その計画期間は、平成 26

年度から平成 30 年度までの５年間とします。 

 

③ 実施計画 

実施計画においては、施策の実施にあたり、諸情勢の変化や地域の実情に照らし合わせて課題を

捉え直し、必要に応じて施策を見直しながら、毎年度向こう３年間に進めていくべき主な施策を示

します。 
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２ 本市を取り巻く状況 

 

(1) 少子高齢化を伴う人口減少の進行 

日本の総人口は、平成 22年国勢調査において１億 2,805 万人と発表され、前回調査時の平成 17

年からわずか 0.2%の増となっています。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると今後日本

の人口は減少する見通しであり、平成 52 年（2040 年）の総人口は、すべての都道府県で平成 22

年を下回り、平成 72 年（2060 年）では 8,674 万人までに減少するとされています。 

本市においても合併以降、人口の減少が続いており、平成 17 年国勢調査で 142,384 人だった人

口は、平成22年では136,623人となっています。同研究所の本市の将来推計人口は、平成32年（2020

年）で 122,805 人、平成 42 年（2030 年）で 108,296 人、そして平成 52年（2040 年）には 94,090

人までに減少するとされています。また、平成 52年（2040 年）の人口割合についても年少人口（0-14

歳）9.9%、生産年齢人口（15-64 歳）49.9%、老年人口（65歳以上）40.2%と予測されており、平成

22 年国勢調査の年少人口 12.8%、生産年齢人口 58.3%、老年人口 28.7%と比較し、少子高齢化が進

行することが見通されています。 

合計特殊出生率についても、平成 24 年で 1.46 となっており、人口維持の目安とされる 2.07 と

はかなり乖離しています。 

人口構造の変化や人口の減少は、経済や産業、社会保障制度など社会全体に大きな影響を与える

とともに、地域コミュニティの崩壊や地域活力の低下、さらには税収減による行政サービスの低下

などにつながる懸念があり、本市においてもその対策は大きな課題となっています。 

 

 

(2) 地域経済・雇用情勢の低迷 

 平成 20 年秋のリーマンショックは、100 年に一度の経済危機と言われる世界同時不況をもたら

しました。日本経済においては、円高とデフレの悪循環もあって、いわゆる産業空洞化が進む中で、

平成 23 年３月には東日本大震災とそれに伴う原発事故が発生し、欧州政府の債務危機などとあわ

せ、内外の様々なショックに見舞われました。 

 その後、平成24年12月に第２次安倍内閣が発足すると、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民

間投資を喚起する成長戦略からなる「三本の矢」を掲げ、「アベノミクス」といわれるデフレと円

高からの脱却をめざした経済政策のもと、過度な円高の動きが修正されはじめており、輸出環境の

改善や経済対策の効果などを背景に、今後の景気の回復が期待されています。 
 鶴岡地区の雇用情勢について見ると、有効求人倍率が平成 21年度（平均）に 0.45 を記録して以

降、徐々に回復傾向が見られ、平成 24 年度には一時的に１倍を超えるなど、明るい兆しも見受け

られます。しかし、求人の内容を見ると希望する職種が少ない、あるいは非正規雇用・パートの割

合が高いといった実態もあり、加えて本市の大手企業の国内生産拠点の再編の動きが見られるなど、

地域の雇用状況は依然として厳しいものがあり、中長期的な観点から安定した雇用を創出・確保す

る取組みを進めていく必要があります。 
 また、若者の雇用対策は、若者が地域に定住することに直結するものであり、先に述べた少子化

の問題とも密接に関係することから、そうした観点からも一層重要な課題となっています。 
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(3) 自然災害に対する不安の高まり 

東日本大震災の発生により、多くの人々が生活に甚大な影響を受け、さらに原子力発電所の事故

により放射性物質が拡散し、生活の基盤である住居や仕事の喪失のほか、健康や産業への影響など、

その被害は広範かつ長期に渡る見通しとなっています。 
そうした大震災ばかりでなく、近年ではこれまでに経験したことのない集中豪雨や爆弾低気圧と

呼ばれる暴風雨、それらに伴う土砂災害、さらには竜巻なども発生しており、異常気象による被害

の増加が懸念されています。集中豪雨による冠水被害や、暴風雨による農業用ハウスの倒壊など、

本市においても被害が発生しており、そうした自然災害から安全・安心な暮らしを守るまちづくり

の推進が求められています。 
また、大震災により日本のエネルギー供給体制の脆弱性も露呈しており、災害時に備えた安全・

安心で安定的なエネルギーの確保も求められています。 
今後、大震災や異常気象などの自然災害に強いまちづくりを推進するため、ハード・ソフト両面

での取組みが必要となっています。 
 

 

(4) 地球環境・資源の制約の高まり 

地球温暖化の防止は、人類が直面する共通課題になっており、二酸化炭素などの温室効果ガスの

排出を抑制するため、二酸化炭素排出の原因になっている化石エネルギーから再生可能エネルギー

への転換、省エネルギーなどに関する技術開発や普及、森林の育成・保全などによる二酸化炭素の

吸収・固定など、低炭素社会の実現に向けた取組みが求められています。 

国のエネルギー政策においては、原発を巡る動向などに、今なお不透明な部分がありますが、現

状としては中心的発電を火力発電にシフトし、エネルギーの必要量の確保が図られています。しか

しながら、地球温暖化の問題や輸入に頼る化石燃料の安全保障の問題、国外への富の流出といった

ような課題もあり、国では環境・エネルギー分野を主要な成長分野と位置付け、市場と雇用の創出

に取り組むとともに、再生可能エネルギーの導入拡大といっそうの省エネルギーに取り組むことと

しています。 

また、原油や希少金属、水資源などの天然資源の確保は先進各国における重要な課題となってき

ており、低炭素化や天然資源の適切な利用も背景として、大量生産・大量消費・大量廃棄を前提と

した社会から資源が循環していく社会への転換が求められています。 

本市においても木質バイオマスの活用や小規模水力発電の推進など、地域の資源や特性を生かし、

低炭素社会の形成、資源循環型社会への転換に向けた取組みに力を入れていく必要があります。 
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３ 鶴岡の未来を創造する成長戦略 ～鶴岡ルネサンス宣言に基づくまちづくりの推進～ 

 

 本市は、庄内藩の城下町として栄え、学問や文化、伝統を重んじる気風が現在まで脈々と息づい

ています。しかし、地域の現状は少子高齢化が進行するなか、人口は減少傾向にあり、地域活力の

低下や地域コミュニティの崩壊といったことが懸念されるとともに、全国的なデフレ傾向の中、地

域経済は低迷し、安定した雇用の場や若者が生きがいを持って働ける場が少ないといった状況も見

られます。 
地域経済の活性化や若年層の定着、まちづくりが大きな課題となっている今、行政だけの力では

十分な行政サービスの提供が難しくなってきている面もあり、市民、地域、行政が協調、協力し、

地域の再生に取り組んでいくことが求められています。 
そこで、本市では「ルネサンス（再生）」という考え方を重視しながら、地域の総合力を発揮す

ることで、持続可能な希望あふれる鶴岡市を市民とともに構築していくことをめざします。これを

「鶴岡ルネサンス宣言」として本市の未来を創造する成長戦略に据え、以下に掲げる文化都市宣言

に基づく施策を後期基本計画の中核的取組みとして推進します。 
 

 

 

 

  
 
 
本市の農業は、知的な工夫を積み重ね、多様で良質な作物を生産し、豊かな食文化を育んできま

した。そうした農業をはじめとする農林水産業は本市の基幹産業であり、その振興を基盤としなが

ら、農商工観連携、産学官連携による農林水産業の６次産業化を推進し、地域産業や中心市街地の

活性化と雇用の創出を図ります。 
 
○主な施策 
・若年層の定着等につながる雇用対策の推進 
・食文化創造都市の推進 
・鶴岡シルクのブランド化の推進 
・市民の多様な文化活動を支える拠点施設「新文化会館」の整備 
・農商工観連携、産学官連携による農林水産業の６次産業化の推進 
・中心市街地の活性化 
・地産地消、環境保全型農業の推進 
 
 

(1) 地場の可能性をのばす「創造文化都市」 

本市にある様々な地場の資源を生かして、産業や文化を中心とする本市の可能性

を伸ばしていきます。 
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豊富な観光資源を一層生かしながら地域産業の活性化を図っていくために、高速交通ネットワー

クを活用しながら、温泉地の活性化の取組みやグリーンツーリズムなどの新しい観光の振興を推進

します。 
 
○主な施策 
・高速交通ネットワークの整備促進とそれを生かした観光誘客の推進 
・加茂水族館「クラゲドリーム館」の利用促進を通じた交流人口の拡大 
・温泉街や宿坊街の魅力の向上と賑わいの創出 
・広域連携を生かした観光振興 
・観光誘客につながる効果的な観光情報の発信 
・インバウンド観光の推進 
・着地型、滞在型、体験型等の新しい観点からの観光振興 
 
 
 

 

 

 

 

  
慶應義塾大学先端生命科学研究所の世界最先端の研究開発を一層促進しながら、バイオ関連産業

や研究機関の集積を図るとともに、山形大学農学部、鶴岡工業高等専門学校及び東北公益文科大学

大学院の本市高等教育機関と地域産業との連携を進め、バイオクラスターの形成を促進します。ま

た、学術会議や各種講演会等の積極的な誘致を図ります。 
 
○主な施策 
・慶應先端研の世界最先端の研究開発の促進 
・バイオを核とした高度な産業集積の促進 
・がん研究を生かした健康・医療地域づくりの推進 
・生命科学の若い人材の育成と誘致 
・山大農学部及び鶴岡高専との地域産学官連携による施策の推進 
・高等教育機関の連携 

(2) 人と人の繋がりから交流人口を拡大する「観光文化都市」 

(3) 知を活かす「学術文化都市」 

人と人とのつながりを大切にして集客・交流の拡大を図ります。 

高等教育機関の集積を本市の戦略的資源として地域振興に生かし、新時代におけ

る都市の品格を高めます。 
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 本市の少子化の実態を踏まえ、結婚活動への支援や子育て支援などの少子化対策に積極的に取り

組むとともに、医療、福祉体制の充実、健康診断受診率全国一をめざす取組み、地域コミュニティ

の活性化につながる取組みなどを推進します。 
 
○主な施策 
・結婚活動支援、子育て支援、母子の健康・医療の充実等による少子化対策の推進 
・自然災害に強いまちづくりの推進 
・地域コミュニティ活性化の推進 
・健診受診率日本一をめざした施策の推進 
・空き家の適正管理と有効活用 
・荘内病院の機能充実 
・公共交通輸送対策の推進 
 
 
 

 

 
 

  
本市は、東北一広い面積を有し、豊富な森林資源に恵まれています。その恵まれた森林を生かし、

公共施設への地場産材の利用促進や森林のなかでの子どもの育成などに取り組むとともに、木質バ

イオマスの活用や小規模水力発電などの再生可能エネルギーの導入拡大を図ります。 
 
○主な施策 
・庄内自然博物園構想の推進 
・森に親しむ機会の創出 
・地域産材の利用促進 
・持続可能な森林経営基盤の整備 
・森林のなかでの子どもの育成 
・再生可能エネルギーの導入拡大 
・過疎地域の活性化 
 
 

(4) 暮らす環境を整える「安心文化都市」 

(5) 自然と共に生きる「森林文化都市」 

市民一人ひとりが健康で生き生きと安心して暮らせる環境を整えます。 

恵まれた自然を生かし、自然と共に生きる地域づくりを推進します。 
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４ 地域振興のビジョンに基づく施策 

 
 本市は、社会経済情勢の大きな変革の中、明るい新時代をひらいていくため、平成 17 年に６市

町村が合併し、誕生しました。その結果、全国有数の広大な面積を持ち、自然や歴史、文化面など

において、豊富で多様な地域資源を有する市となりました。 
一方で、合併後に中心部のみに機能が集積し、周辺部が活力を失くしていくのではないかという

ことが懸念されたことから、平成 19 年度には旧町村地域の振興を図ることを目的に、藤島・羽黒・

櫛引・朝日・温海の５地域において「地域振興ビジョン」を策定しました。 
 今後も各地域の資源をより一層高度に活用し、地域の振興を図っていくとともに、各地域の実態

を踏まえ、合併後もそれぞれの生活が守られ、安心して暮らせるよう、また明るい希望を持てる地

域社会を実現するため、所要の施策を講じていく必要があります。 
市町村合併の理念である「多様性の発揮」を実現するため、引き続きそれぞれの地域の持つ特性

を最大限に生かした個性豊かな地域づくりを進め、真にいきいきと暮らし続けることができる活力

に満ちた豊かな地域社会をめざします。 
 
 
(1) 藤島地域 

 ○地域振興の方向 

藤島地域には多くの農業関係機関が集積し、歴史的にも庄内農業の中心的役割を担ってきた地域

です。また、合併前から地域の主要な産業である農業を核とした「人と環境にやさしいまちづくり」

を基本理念に、エコタウンプロジェクトを推進し、持続可能な循環型社会をめざしてきました。今

後も、農業関連資源を生かした地域振興を積極的に進めるとともに、引き続き、エコタウンプロジ

ェクトの推進を図ります。 
 また、これまでまちづくりに活用してきた「ふじ」や伝統芸能である「獅子踊り」など、地域が

育んできた貴重な地域資源を次世代にしっかりと継承し、有効に活用することにより、市内外の交

流の拡大を図り、地域の振興が図られるよう努めます。 
 

1) 農業関連資源を生かした地域振興の実現 

○施策の方向 

藤島元町地域に集積する農業関連施設やエコタウンの取組みなど、庄内農業の中心である藤島の

魅力を積極的に発信し、農業を基幹産業とする藤島地域の振興、活性化を推進します。また、地域

住民、特に子どもたちに庄内農業の未来や魅力に関心を持たせ、地域への誇りと愛着を育む施策を

推進します。 
 

○主な施策 

 ・人と環境にやさしい農業の推進 
 ・米作りがさかんな庄内農業の中心である藤島の情報発信 
 ・地域の未来を担う子どもへの食農教育などを通したふるさと意識の醸成 
 ・庄内農業高等学校と地域との連携推進 
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2) ふじの里づくりの推進 

○施策の方向 

ふじにこだわった歴史公園の整備やふじの里づくりの推進など、地域資源、特性等を生かした取

組みを一層発展させながら、地域住民が誇りと愛着をもって暮らしていける地域づくりと、活力あ

るまちづくりを推進します。 
 また、伝統芸能の継承は、地域に誇りと愛着をもたらし、地域コミュニティにおける人と人との

つながりを保つなど、その果たす効果は大きいことから、伝統芸能を育成し、地域コミュニティづ

くりにつなげていきます。 
 

○主な施策 

 ・歴史公園を活用した藤島地域の魅力発信 
 ・住民協働による適正な維持管理の推進 
 ・伝統芸能の育成と地域コミュニティづくり 
 

 

(2) 羽黒地域 

 ○地域振興の方向 

羽黒地域は、出羽三山の信仰文化とそれに伴う歴史文化遺産、門前集落の街並や松ヶ岡開墾場な

ど価値の高い歴史的景観を有し、また、月山山麓に広がる中山間地は豊かな農村環境に恵まれてい

ます。さらに映画をテーマにした新たな観光拠点がつくられるなど、観光と農業を基軸とした地域

の発展が見込まれており、観光、中山間地の資源活用を通して交流人口の増加による地域の振興を

図ります。 
 

1) 観光の振興 

○施策の方向 

手向宿坊街の修景整備や精進料理プロジェクトへの支援など手向門前町の魅力向上を推進しま

す。松ヶ岡開墾場については、地域の振興団体へ支援を行い蚕室等の保存整備を推進し有効活用を

図ります。また、映画を活用した誘客、既存の観光施設の連携による周遊型の観光誘客施策を強化

するなど、これらの観光振興を市民との協働で進めます。 
 

○主な施策 

 ・出羽三山・修験の里再生による歴史文化の継承と発信 
 ・松ヶ岡開墾場の歴史的環境保存活用による地域活性化 
 ・映画ロケ支援等観光連携による周遊・滞在型観光ルートの整備 
 

2) 農業の振興 

○施策の方向 

中山間地域の耕作放棄地を再生、活用し、農業体験を通じた都市交流の活性化や特産品づくりへ 
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の支援を行います。 

 
○主な施策 

・条件不利地、遊休農地の再生と活用 
・都市と農村の交流の推進による地域活性化 
・園芸作物の産地強化による振興 

 
 
(3) 櫛引地域 

 ○地域振興の方向 

 櫛引地域は、農業を主要な産業とし、なかでも果樹生産にあっては庄内でも有数の産地になって

おり、豊かな農業資源や歴史文化資源の集積があります。これらの地域資源を生かした地域振興を

図るため、フルーツの里づくり、グリーン・ツーリズムと観光の推進、歴史・文化の里整備を地域

振興の三つの柱として、各種振興策を一体的に推進します。 
  

1) フルーツの里づくり 

○施策の方向 

櫛引地域は農業を主要な産業としており、当地域の特色でもある果樹生産振興分野において、本

市にあって先駆的な役割を果たします。 
 

○主な施策 

 ・果樹生産基盤の施設等整備に係る支援 
 ・フルーツの里ブランド化の推進 
 ・観光果樹園の拡大とネットワーク化 
・果樹栽培農家の後継者対策としての樹園地流動化の取組み 
 
2) グリーン・ツーリズムと観光の推進 

○施策の方向 

櫛引地域では、農業体験を取り入れた修学旅行の受入れや農家民宿を行っているほか、産直や観

光果樹園、自然や歴史文化などの地域資源があります。それらを有機的に組み合わせ、活用しなが

ら交流人口を拡大するなど、グリーン・ツーリズムと観光を一体的に推進します。 
 

○主な施策 

・都市農村交流による農業理解の促進と農産物等の販路拡大への取組み支援 
 ・民宿村構想の促進支援 

  ・援農ボランティアやワーキングホリデー、ファームステイ等多様な受入メニューの調査検討 
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３) 歴史・文化の里整備 

○施策の方向 

櫛引地域の宝でもある「黒川能」や「丸岡城跡史跡公園」をはじめ、各集落に伝承されている歴

史文化資源の保存伝承や掘り起しなどを行いながら、地域に根ざした活動を推進し、郷土愛の育み

や地域コミュニティの求心力の核にしていきます。また、それらを魅力ある地域資源として活用す

ることで、交流人口の拡大を図ります。 
 
○主な施策 

・黒川能における有形・無形の文化財としての価値の継承支援 
 ・丸岡城跡と加藤清正・忠廣ゆかりの歴史遺産継承の取組みによる交流人口の拡大 
 ・魅力ある地域資源を地域全体で活用した賑わい創出支援 
 
 
(4) 朝日地域 

 ○地域振興の方向 

朝日地域の資源は、美しく豊かな自然、森林の恵み・山郷の生活文化であり、月山ワインに代表

される特産品は森林の恵みと住民の知恵の結晶です。 

自然環境を保全しながら農林業の振興を図るとともに、壮大な自然を活用した自然体験学習プロ

グラムの開発・提供により心と体の健康や癒しの場をつくります。 

また、定住対策として、地域コミュニティの維持や生活環境の整備を図ります。 

 

1) 山の恵みを生かした複合農業の推進 

 ○施策の方向 

地域の特産品である月山ワインの消費拡大と、加工品の開発による山ぶどうの安定生産をめざす

とともに、特用林産物等の生産、加工、開発と販路の確立のための仕組みづくりを研究します。 

また、豊富な森林資源などの再生可能エネルギーを活用するための基盤づくりを推進します。 

 

 ○主な施策 

 ・山ぶどう加工品開発の促進 

 ・「山の恵み」産地化の促進 

 ・再生可能エネルギーを活用するための基盤づくり 

 

2) 山村生活文化の継承による地域づくり 

 ○施策の方向 

住む人自身が山村生活の文化を理解し、継承することによって、交流や外部人材の誘致につなげ、

自然・歴史・環境学習事業の展開を図り、森林文化都市の中核を担います。 

また、集落自治機能を維持し、心豊かに生活できる地域づくりを推進します。 
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 ○主な施策 

 ・六十里越街道「癒しと再生の道」づくり 

 ・自然体験学習活動の推進 

 ・観光資源の再生と活用 

 

 
 (5) 温海地域 

 ○地域振興の方向 

日本海東北自動車道（あつみ温泉ＩＣ～鶴岡ＪＣＴ間）の開通や予定される日本海沿岸東北自動

車道の全線開通、鼠ケ関ＩＣ(仮称)の設置など社会基盤の整備による環境変化を的確に捉え、交流

人口の拡大を図ります。また、豊かな自然と歴史が生み出す「温海かぶ」などの食文化、「しな織」

などの伝統工芸、その他多様な資源を最大限に生かし、行政と住民が一体となりながら地域振興を図

るとともに、資源維持のための後継者育成に取り組みます。 

 

1) あつみ温泉の振興 

 ○施策の方向 

あつみ温泉は温海川沿いの「かじか通り」が整備され、日本海東北自動車道開通の効果もあり観

光客は増加傾向にあります。この機を捉え、多様な旅行ニーズに対応するため、「そぞろ歩きが楽

しいあつみ温泉のまちづくり」を目標に、温泉街の更なる魅力づくりと周辺環境の整備を推進する

とともに、おもてなしの質を高めて観光客の増加を図ります。 

  

○主な施策 

 ・おもてなしの景観づくりの推進 

 ・温泉周辺観光スポットの整備 

 ・人材の育成（コーディネート機能の確立） 

 

2) 海・水産業を生かした地域振興 

 ○施策の方向 

温海地域は、日本海に面し豊かな海洋資源に恵まれており、特に鼠ケ関は漁業やヨット、海水浴

などの海洋レジャーの拠点となっています。この鼠ケ関を拠点として温海地域の新鮮な魚介類を広

くＰＲし、漁業の振興を図るとともに、年間を通して海に親しむことができる海洋レジャー基地と

しての整備を推進し、交流人口の増加を図ります。 

 

 ○主な施策 

・新鮮な魚介類のＰＲとブランド化の推進 

・水産加工品の研究開発 

・海洋レジャー基地としての環境整備 
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3) 交流を核とした地域振興 

 ○施策の方向 

高速交通ネットワークの充実や旅行形態が団体型から個人型に変化し、旅行ニーズも多様化して

いることから、豊かな自然や歴史、伝統文化などあらゆる地域資源を活用し、農山漁村体験や海洋

レジャーなどを通して交流人口の増加を図るとともに、各地区の多様な食文化や生活文化を有機的

に連動させ、地産地消の推進や地域特産品の活用による農林水産業の活性化を図ります。 

 

○主な施策 

・インターチェンジ周辺の土地利用の推進 

・温海地域全体をフィールドとした体験プログラムの開発と指導者養成 

・体験型・滞在型旅行や教育旅行の誘致に向けた環境整備とＰＲ 

・地域内連携による地産地消の推進 

・温海かぶ、しな織等地域特産品の活用と育成 
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５ 計画の推進のために 

 
 総合計画の推進のため、市民・地域・行政が互いの信頼を深め、まちづくりの基本的な方向性を

共有しながら、協調・協力関係を構築するとともに、地域主権・地方分権など構造的な改革が進展

するのに対応し、施策の自立的かつ効果的な実施に向けて行政機能の充実強化を図ります。 
 このような取組みを積極的に推進し、計画の実効性を高めるため、市民参画による計画推進のシ

ステムを整え、効果的な施策が講じられるように配慮します。 
 
(1) 市民・地域・行政の協調・協力による総合力の発揮 

 多様化する市民ニーズに適切に対応するため、市民、ＮＰＯ、企業等の多様な主体が活躍してい

ただく意義は大変大きく、また時代の要請でもあります。市民・地域・行政が互いに協調・協力し、

総合力を発揮することで持続可能な希望あふれる鶴岡市を市民とともにつくります。 
 
○主な施策 
・車座ミーティングの開催など、市民の声を市政に反映する機会の創出 
・鶴岡パートナーズの実施など、市民・地域・行政の協働のまちづくりの推進 
・鶴岡まちづくり塾の実施など、若者の人材育成 
・女性の視点や能力の活用 

 
(2) 地方分権改革への対応と行財政改革の推進 

 国民主権の理念の下に、住民に身近な行政は、地方公共団体が自主的かつ総合的に広く担うよう

にするとともに、地域住民が自らの判断と責任において地域の諸課題に取り組むことができるよう

にするため、地方分権改革が進められています。 
そのような中、本市は、新時代が求める行政ニーズに適切に対応するため、合併により効率的行

政運営や財政基盤の強化を図ってきました。引き続き自主性・自立性の高い市政運営を一層推進す

るため、それを支える体制の構築や職員の資質向上を図るとともに、財政の健全性を維持し、総合

計画の着実な推進が図られるよう、行財政改革を推進します。 
 
○主な施策 
・行財政改革の着実な推進 
・中長期的、分野横断的に対応すべき課題の調査検討 
・広域連携の推進による効率的かつ効果的な市政運営の実現 
・庁舎機能の充実 
・職員の資質向上 

 
(3) 地域の実態を踏まえた国などへの提言要望 

地方分権、地域主権が推進されるなか、市として地域の実態を踏まえながら具体的な制度・政策

を積極的に国・県に対して提言・要望します。 
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６ 分野別の施策 

 
 
第１章 

それぞれの地域の生活環境をより安全で安心なものにするために、一人 

ひとりの心がつながりあう確かな地域コミュニティを構築します 

 

第１節 互いに顔が見える地域コミュニティづくり           

 

（１）互助精神、コミュニティ意識の醸成                      

 

○施策の方向 

市民がまちづくりの主役として個性あふれ豊かさを実感できる地域社会を築くには、お互いに助

け合う精神や良好な人間関係が大変重要であり、地域内でのお互いの関係が良好に築かれるよう、

住民のコミュニティ意識の向上を図ります。 

 

○主な施策 

・コミュニティ意識の醸成や多様な世代による参加機会の創出 

・地域と学校の連携推進や、防災活動はじめ地域活動への参加の促進 

 

 

（２）身近な地域課題に住民自らが取り組む仕組みづくり                

 

○施策の方向 

地域的な課題や狭い地域で対応する方が効果的な課題など身近な地域課題については地域住民

が主体的に取り組んでいけるよう、活力ある組織体制づくりを推進します。 

また、地域の各種団体が連携する場としての活動拠点の充実や住民への情報提供などにより、地

域コミュニティ活動が行いやすい環境を整えます。 

 

○主な施策 

・地域の課題を把握し、共有する機会づくりの推進 

・住民の能力を引出し、地域のなかで支え合える体制づくりを推進 

・行政の持つノウハウや住民の学びを地域課題の解決に生かす体制づくりの推進 

・活力ある組織づくりや地域課題に対応する取組みへの支援 

・住民自治活動の拠点施設（コミュニティセンターや自治公民館等）の機能拡充 

・互いに顔がわかるような関係と助け合いの仕組みを築く隣組単位の活動の推進 
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（３）住民自治組織の強化と地域活動の担い手の確保、リーダーの育成         

 

○施策の方向 

増加する地域の課題や住民ニーズに対応するためには、地域課題などに対応できる住民自治組織

の強化が必要となることから、地域活動の担い手を確保します。 

 

 

○主な施策 

・経験豊富な高齢者と団塊の世代の人材活用の推進 

・NPO やボランティアなど多様な主体が参加できる仕組みづくりと、調整役となる人材の養成 

・町内会長等住民自治組織の中核となる地域リーダーの育成 

・時代の変化に応じた自治組織活動の見直しや負担軽減に向けた取組みの推進 

・単位自治組織の機能を補完し、創造的な地域づくりを推進する広域的な組織づくりと支援 

 

 

第２節 地域の防災・防犯力の強化                   

 

（１）防災基盤の強化                              

 

○施策の方向 

社会基盤をより災害に強いものに整備するとともに、災害時に迅速な応急対応が図られるよ

う、情報伝達手段、防災拠点施設や機能を充実し、また、的確な復旧対策が進められるよう関

係機関、関係団体との協力体制を深め、防災基盤を強化します。 

 

○主な施策 

・建築物、道路、橋梁等の安全点検及び耐震化の推進並びに、治山や治水対策等の促進 

・災害時の情報伝達手段の整備及び防災拠点機能の充実 

・ライフライン及び通信手段の確保並びに民間事業所等、関係行政機関及び近隣自治体等と

の協力体制の構築 

 

 

（２）地域防災力の確保                               

 

○施策の方向 

 小規模集落の増加、核家族化の進行、就労形態の多様化、生活の個別化などにより地域防災

力の主な担い手になる成年層の住民の多くが日中不在となる状況にあり、平日における災害時

の対応に支障が生じることが懸念されることから、地域内の防災活動の中核となる人材を確保
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し、災害時の自主防災活動体制を整備します。また、身体障害者など災害時要援護者の避難を

支援するため、災害時要援護者避難計画に基づき町内会や集落における救助体制などの整備を

促進します。 

また、高齢化、過疎化などにより地域の防災活動が困難な場合は、集落を超えた広域的な体

制も必要と考えられるため、防災活動が機能できる地域コミュニティ組織体制を構築します。 

 

○主な施策 

・自主防災組織における中核的人材の確保及び育成の推進 

・災害時に全ての住民が避難できるようにするための自主防災活動体制の構築に対する支援 

・各種災害ハザードマップの作成による災害予防及び減災対策に関する情報の周知、並びに

地域実態に即した避難支援個別計画の策定 

 

 

（３）自主防災活動への参加促進と活動の充実                      

 

○施策の方向 

自主防災活動が地域住民相互の助け合いの心とマンパワーを最大限に発揮できるようにする

ために、若年層や転入者などの参加の促進、消防団との連携の強化など多様な取組みを促進し

ます。 

また、住民の防災意識の向上と知識の普及を推進するとともに、自主防災組織が実施してい

る防災訓練について、災害初期を想定した訓練に加え、避難所開設にともなう訓練を取り入れ

るなど内容の充実を図ります。 

 

○主な施策 

・自主防災組織が実施する防災訓練などの自主防災組織活動に対する支援 

 

 

（４）交通安全教育の推進                               

 

○施策の方向 

子どもや高齢者を交通事故の被害から守るとともに、高齢ドライバーの増加に伴い高齢者が

交通事故の加害者となる事例の増加が懸念されることから、交通安全意識の向上を図るための

教育活動を推進します。 

 

○主な施策 

・学齢期前の子ども及び高齢者に対する交通安全教育の推進 
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（５）地域の防犯体制の整備                             

 

○施策の方向 

近年の犯罪は、地域的な見回り活動などでは対応できない、振り込め詐欺、悪質な訪問販売

等、知能犯的な犯罪が増加傾向にあるなど、手口の多様化、犯罪行為の迅速化が進んでいるこ

とから、犯罪の変貌に対応した地域住民と防犯関係機関を結ぶ情報伝達網を構築し、防犯体制

を整備します。 

 

○主な施策 

・地域の防犯活動の充実及び児童生徒の犯罪被害防止に向けた見守り活動などに対する支援 

・高齢者の犯罪被害の防止に向けた防犯対策に関する情報の提供 

・地域住民、防犯組織、警察及び行政の連携による、犯罪情報の迅速な周知や伝達体制の構

築 

 

 

第３節 消防・救急体制の強化                      

 

（１）消防力の充実                                  

 

○施策の方向 

広大な市域のなか、地震や風水害など大規模な自然災害や火災から市民を守るため、消防防災施

設などの整備により機動力を強化し消防力を充実します。 

  

○主な施策 

・社会環境が変化する中、複雑多様化する各種災害に即応できる消防施設等の計画的整備の推進 

・消防防災活動等における関係機関との連携体制整備の推進 

 

 

（２）新たな住宅防火対策の推進                            

 

○施策の方向 

住宅からの出火防止のため、火災予防広報活動を積極的に展開し、市民の防火・防災意識の高揚

を図ります。 

 

○主な施策 

・住宅用火災警報器の設置促進 

・防炎品、住宅用消火器、安全調理器具の普及推進 

・高齢者世帯等への防火訪問 
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（３）救命救急体制の整備                              

 

○施策の方向 

救急患者の救命率の向上を図るため、救急業務の高度化に対応した救急隊員の育成と広大な市域

に対応した救急体制の整備を推進するとともに、市民による応急手当の技術を高めます。 

 

○主な施策 

・救急隊員教育の一層の推進と高度な車両・資機材の整備 

・市民に対する応急手当の普及 

・各種リーダーを対象に応急手当普及員の養成 

・児童生徒や配送業者への応急手当講習の推進 

 

 
（４）消防団員の確保                                  

 

○施策の方向 

社会環境、就業構造の変化に伴う消防団員の減少を抑えるため、事業所からの消防団に対する一

層の理解と協力を得られる環境を整備します。また、消防団員の多くはサラリーマン化し、日中の

災害発生時において団員の確保が困難となっていることから、地域の協力体制の確立と魅力ある消

防団づくりを推進します。 

 

○主な施策 

・消防団協力事業所表示制度の推進 

・消防団活動協力員制度の充実と自主防災組織との連携 

・魅力ある消防団づくりの推進 

 

 

第４節 資源循環型社会の形成                      

 

（１）新たな廃棄物処理施設の整備                        

 

○施策の方向 

地域の生活環境はもとより、地球全体の環境保全を目指すなど、再生エネルギーの利用を拡大す

るため熱エネルギーの回収による発電等を考慮した新たな廃棄物処理施設を整備します。 

 

○主な施策 

・新たな廃棄物処理施設の整備計画の策定・整備の推進 
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（２）資源循環型社会への転換                             

 

○施策の方向 

生活環境や自然環境の保全、環境負荷の低減をめざし、市民、事業者、行政、研究機関等が協働

して、省資源・省エネルギー型の市民生活や事業活動を持続可能な形で展開し、資源循環型社会を

形成します。 

 

○主な施策 

 ・市民生活における大量消費、大量廃棄から資源循環型生活様式への転換推進 

 ・事業活動に伴う環境負荷低減の促進 

 ・地域環境保全向上のための技術開発や仕組みづくりの推進 

 

 

（３）ごみ減量化・資源化の推進                         

 

○施策の方向 

廃棄物の分別排出、収集、適正な処理を確保するとともに、処理施設の整備や維持管理のコスト

低減を図るため、排出抑制、再使用、再資源化の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）事業

を推進します。 

 

○主な施策 

 ・市民、事業者、行政の責務の明確化による廃棄物減量の推進 

 ・廃棄物の適正な分別排出、収集、処理による資源化率向上と事業費低減化の推進 

 ・市民、事業者によるリサイクル活動の推進と集団資源回収運動への支援 

 ・廃棄物の再資源化、有効活用手法の研究 

 ・し尿の排出量を的確に把握した適正な処理及び施設の維持管理 

 ・廃棄物処理施設などの機能維持 

 

 

（４）地下水の保全・涵養と適正な利用                          

 

○施策の方向 

地下水の保全・涵養を推進するとともに、水質汚染の防止を図りながら適正な利用を促進します。 

 

○主な施策 

・地盤沈下や水質汚染等の環境被害の未然防止 

・地下水の適正な利用の働きかけ 
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第５節 エネルギーの地産地消の推進                      

 

（１）再生可能エネルギーの導入拡大                       

 

○施策の方向 

東日本大震災とそれに伴う原発事故の発生を契機に、安全・安心で安定的なエネルギーを求める

機運が高まりを見せています。 

エネルギーの地産地消は、エネルギーを使うことで一方的に富が流出するこれまでの構造を転換

し、地域に富を循環させることに貢献するとともに、災害時の対応にも生かされます。また、環境

エネルギー分野は今後大きな成長が見込まれる産業分野とも言われており、本市の恵まれた自然環

境や高等教育機関の集積など、地域の資源や特性を生かし、地域の産業振興や雇用の創出など、地

域の活性化につながる再生可能エネルギーの導入を市民とともに推進します。 

 

○主な施策 

・地域エネルギービジョンの着実な推進 

・地域振興につながる再生可能エネルギーの導入の促進 

・小規模水力発電の推進 

・木質バイオマスの活用の推進 

 
 
（２）省エネルギーの推進                             

 

○施策の方向 

温室効果ガスの排出削減や原発事故以降の電力の供給不足により、エネルギー利用の効率化や削

減等、省エネルギーの取組みが求められています。省エネルギーは、地域のエネルギー自給率の向

上やエネルギーの安定確保につながるほか、エネルギー消費にかかるコストの抑制といった経済効

果も期待されます。 

多様な主体による幅広い省エネルギーに関する取組みを積極的に推進するとともに、省エネルギ

ーに貢献する新しい技術による設備・機器等の導入を進めます。 

 

○主な施策 

・省エネルギーの取組みを促進する積極的な情報発信 

・省エネルギーに貢献する新たな技術による設備、機器等の導入 
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（３）多様な主体の参加と連携によるエネルギー関連施策の推進           

 

○施策の方向 

エネルギー関連施策を推進するため、産学官公民といった各主体の積極的な参加を促し、互いが

持つ強みを有機的に連携させ、総合力を発揮できるようにするとともに、一人ひとりの意識を変え

ていくことも大切であることから、環境・エネルギーについて市民への普及啓発に努めます。 

 

○主な施策 

・多様な主体の連携による新たなエネルギー関連事業の掘り起こし 

・市民への普及啓発活動や子どもへの環境エネルギー教育の推進 

 

 

第６節 環境の美化・保全活動の推進                  

 

（１）地球環境保全対策の推進                          

 

○施策の方向 

地球温暖化防止対策をはじめとする地球環境保全のための取組みについて、各行政機関が率先す

ることはもとより、市民、事業者の意識向上と普及を図り、地球温暖化対策のための推進体制の強

化と国・県と連携した取組みを推進します。 

 

○主な施策 

 ・計画に基づいた市施設の温室効果ガスの排出量の削減 

 ・地球温暖化対策推進体制の強化と市の支援 

 ・国・県との連携による取組みの推進 

 

 

（２）自然環境の保全                             

 

○施策の方向  

農林水産資源を育み、水源の涵養や市土の保全など多面的な機能を有する本市の豊かな自然環境

を次世代に引き継ぐために、原生的な自然や森林から海に至るまでの貴重な自然環境を保全、再生

します。また、市民が自然からの恩恵を享受し、自然に対する理解を深め、ふれあいを促進するた

めの取組みを進めます。 

 

○主な施策 

・市民と行政の協働による地域の動植物の保護や調査活動の推進  

・自然体験学習活動による環境保全意識の醸成と自然にふれあう機会の創出 
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・高館山、大山上池・下池周辺の豊かな自然条件と拠点施設（ほとりあ）を活用した学習活動の

展開 

 

 

（３）地域の環境美化・保全                           

 

○施策の方向 

快適な生活環境と豊かな自然環境を維持、保全していくため、公害防止や生活環境保全の対策を

進めるとともに、不法投棄や散在性廃棄物のない環境づくりやクリーン作戦を通じた地域美化意識

の醸成に努め、地域に適した環境美化・保全運動を推進します。 

 

○主な施策 

 ・典型７公害への迅速な対応と生活環境に係る苦情相談への適切な対処 

 ・不法投棄等発見のための体制の確立と速やかな原状回復による環境被害の防止 

 ・クリーン作戦など市民や団体が取り組む環境美化活動への支援 

 ・海岸漂着ごみ対策の推進と適切な原状回復 

 

 

（４）環境教育の推進                                  

 

○施策の方向 

  自然保護や環境保全について、市民一人ひとりの意識とマナーの向上を図るとともに、環境の保

全を率先して実行する人材を育成するため、一般市民、児童・生徒、さらには企業を対象にした各

種の環境教育活動を推進します。 

 

○主な施策 

・普及啓発イベント等の開催と支援 

・環境関連の教室、講座等の開催と人材の育成 

・環境行政広報の発行と普及啓発 
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第２章 

一人ひとりがいきいきと健やかに暮らすことができる 健康福祉社会を形

成します 
 

 

第１節 少子化対策の推進と健やかな子どもの育成                   

 

（１）少子化対策の推進                             

 

○施策の方向 

 人口の減少が続き、少子高齢化が急激なスピードで進む中、少子化を食い止め、次代を担う子ど

もを安心して生み育てる環境を整備するため、安全・安心な出産や子育ての負担軽減について取り

組むほか、雇用対策や生活環境整備、更には若者の結婚に向けた活動への支援を進めるなど、ここ

に記載する事業のほか、他章他節における事業も含めて総合的に少子化対策を進めます。 

 

○主な施策 

・定期的な妊婦健診の受診や不妊治療への支援などによる安全・安心な妊娠・出産の推進 

・子育ての負担軽減策の実施 

 ・家庭における保育への支援 

 ・若者の結婚に向けた活動の支援 

 

 

（２）子どもの健やかな成長の促進                        
 

○施策の方向 

子どもと家庭を取り巻く環境が大きく変化し、育児に不安を抱える親世代も多く、社会的な子育

て支援がより必要となっていることから、子どもの育ちや子育てを支援していくため、家庭や地域、

保育所、幼稚園、学校、民間団体、行政などが相互に協力しながら、安心して子どもを健やかに育

てられる環境づくりを推進します。特に、幼児期の養育の重要性について家庭や地域社会の理解を

深めるとともに、保育所、幼稚園等が中核となった総合的な幼児教育の推進と地域住民が子育て支

援活動に参加しやすい環境をつくります。 
また、本市の自然環境や伝統的資源を生かした子育てを進めるため、地域の特性や環境に即した

子育て支援策を推進します。 

 

○主な施策 

・適切なアドバイスや情報提供を通じた保護者の育児力を高める取組みの推進 
・地域住民に対する子育て意識の喚起及び地域特性に応じた子育て支援活動の推進 
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・子ども家庭支援センターの相談支援機能の充実強化 
・社会的に支援が必要な子どもや家庭の支援 

・発達障害児の支援システムの構築 

・地域の特性や環境に即した子育て支援の推進 

・市街地と郊外地の子どもたちの相互交流の促進及び環境整備 

 

 

（３）仕事と子育ての両立支援                           

 

○施策の方向 

核家族、共働き家庭の増加に対応し、保育所、児童館、※放課後児童クラブなどの保育サービス

の一層の充実を図るとともに、男性も積極的に子育てできるような働き方の見直しや企業への意識

啓発の促進など、男性も女性も子育てしながら働きやすい職場環境や雇用環境を整備します。 

 

○主な施策 

・保護者の多様なニーズに対応できる施設整備や保育体制の充実 

・放課後児童の居場所の確保及び地域の人材を活用した交流活動や各種事業と連携した運営の推

進 

・ワーク・ライフ・バランスに向けた職場や家庭、地域における意識の醸成 

・企業などにおける仕事と子育ての両立支援に向けた取組みの促進 

 

 

第２節 こころと体の健康増進                      

 

（１）すこやかに生み育てる環境の整備                        

 

○施策の方向 

急速に進む少子高齢化、生活の多様化、核家族化のなか、産後うつ病や育児不安から起こる子育

て困難や虐待を予防するとともに、未熟児や発達障害児などへの支援を充実するため、保健、医療、

福祉、教育との連携を強化し、安全・安心な出産や健やかな子どもを育む環境を整備します。 

 

○主な施策 

・産婦訪問指導による育児不安への支援と虐待の未然防止の推進 

・乳幼児健診や相談支援事業の充実および受動喫煙防止の推進による乳幼児の健やかな成長発達

の支援 

・専門機関などと連携した未熟児や発達障害児などへの療育の支援 

・思春期からのこころの健康や性に対する正しい知識の習得による親子が共に育ち合う環境づく

りの促進 

 ・乳幼児の感染症や合併症の未然防止の推進 
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（２）生活習慣病・がん予防と健康寿命の延伸                   
 

○施策の方向 

長期療養や死亡原因の多くを占める生活習慣病やがんを予防し、市民の生活の質を高め、活動的

な高齢期を実現します。また、医療機関や健診機関、職場における健康づくりを進める職域保健と

の連携により、若年期から受診しやすい健診体制を整備し、疾病の早期発見と早期治療を促進しま

す。また寝たきり予防や認知症予防対策を推進するとともに、自分の健康は自分で守るという意識

を醸成し、健康寿命の延伸を図ります。 
 

○主な施策 

・一人ひとりの健康課題に着目した健康づくり活動の推進 

・市民の健康な生活習慣の確立に向けた支援と環境整備の促進 

・各種健診と保健指導の実施体制の整備による市民の自主的な健康づくりの推進 

・医療保険者による特定健診の受診率向上や特定保健指導の実施率向上に向けた取り組みの実施

と個別の健康課題の改善に取り組みやすい支援体制の充実 

・がん検診の受診率向上に向けた取組みの推進と精密検診受診勧奨の徹底 
・慶應義塾大学先端生命科学研究所の「鶴岡みらい健康調査」への協力支援 

・地域の医療機関、保健、福祉などの連携による地域の健康増進や医療の充実 

・若年期からの生活習慣病の予防と介護予防の推進 

・ホームページやＩＣＴなど情報通信を活用した総合的な保健・医療情報の提供や関係機関との

連携の促進 

 

 

（３）こころの健康づくりと自殺の予防                        

 

○施策の方向 

うつ病などの精神疾患に関する知識の普及、プライバシーに配慮した気軽に相談できるこころの

相談体制の充実を図ります。また、幼少期、児童期、青年期、壮年期、老年期に合わせたメンタル

ヘルスの向上を図るため各種関係機関などとのネットワーク化を進めるなど、こころの病の予防と

早期発見と早期対応につなげる対策を講じて、こころの健康づくりを推進します。 

 

○主な施策 

・こころの病の予防や早期発見、早期対応による自殺予防対策の推進 

・こころの健康に関する相談体制の充実 

・地域住民の健康づくりを進める機関や組織と精神科医などの専門家、関係機関などからなる地

域のネットワーク構築の推進 

・「県立こころの医療センター（仮称）」との連携によるこころの健康づくりの推進 
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（４）市民との協働による健康づくり活動の推進                    
 

○施策の方向 

総合保健福祉センターを拠点とした各種健康施策を推進するとともに、市民自らが地域の健康課

題に主体的に取り組む組織（保健衛生推進員、食生活改善推進員、健康づくりを目的とし自主的に

活動するグループなど）の支援、育成を図り、保健、医療、福祉、教育などの関係機関との協働に

よる健康づくり活動を推進します。 
 

○主な施策 

・保健衛生推進員会や食生活改善推進員の育成や活動の支援などを通じた地域における健康づく

りのための環境整備の推進 

・地域において自主的な活動を行うグループなど健康づくりを推進するための担い手の育成 

 

 

（５）豊かな森林資源を生かした健康づくりの推進                   
 

○施策の方向 

森林は心身の健康にとって、ストレスを軽減しリラックスをもたらすなどの効果が期待され、科

学的な研究が進んでいます。また、森林内において人間に備わる五感を働かせることで、親と子の

育ち合いや高齢者の介護予防などの効果が期待されるなど、本市の豊かな森林資源を活用した健康

づくりを推奨します。 
 

○主な施策 

・本市の豊かな森林空間を市民の保養、健康づくり、子どもの育成の場として活用の促進 

 

 

第３節 温かい福祉の地域づくり                    

 

（１）市民と協働した見守り・支え合いの仕組みづくり                   

 

○施策の方向 

これまで培ってきた地域のなかの市民による福祉活動を一層進め、市民が主体的に地域の生活課

題を発見し、その対応に向け行動する地域社会づくりを推進します。また、こうした市民の活動と

公的な福祉サービスが、支えを必要とする人に一体的に提供される福祉コミュニティを創造します。 

 

○主な施策 

・「近隣」「町内会、自治会」「小学校区」「中学校区」「市全域」の５層の区域による重層的な支

え合いの体制の構築 
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・社会福祉協議会、民生委員･児童委員、福祉協力員など地域福祉の担い手による市民の福祉活

動への参加促進 

・地域の住民活動と公的サービスの連携促進 

・地域資源の調整、活用のためのコミュニティソーシャルワークの導入 

 

 

（２）新たな福祉課題に対応できる総合的支援体制の整備               

 

○施策の方向 

複雑かつ多様化する市民の福祉ニーズにきめ細かく対応するため、従来の福祉の枠組みだけでは

捉えきれないニーズについても、相談支援が可能となるよう地域及び行政窓口の相談体制を整備し

ます。 

 

○主な施策 

・ひきこもりなど複合的な生活課題を抱える相談に対する関係部門の連携体制の充実 

 ・地域における福祉、介護、子育てなどに関する総合相談窓口の設置 

 ・包括的かつ継続的な相談支援事業の実施による低所得者等生活困窮者の自立支援 

 

 

第４節 障害者の自立生活の実現                    

 

（１）障害者の相談支援体制の充実                            

 

○施策の方向 

障害があっても地域のなかで安心して生活することができるよう、福祉サービスの拡充を図ると

ともに、様々な生活相談に応じ、それらを適切なサービスに結び付けることができる相談支援体制

を整備します。 

 

○主な施策 

・障害者相談支援センターにおける相談支援事業や権利擁護事業などの充実強化 

・保健、医療、保育、教育、雇用、福祉など関係機関の連携強化による障害者の成長段階に応じ

た支援の充実 

・関係機関、関係団体、相談支援事業者、福祉サービス事業所などによるネットワーク（障害者

地域自立支援協議会）の強化 

・「県立こころの医療センター（仮称）」との連携による知的障害、精神障害、発達障害などに係

る医療・教育・福祉の包括的支援体制の構築 
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（２）障害者の地域生活支援の充実                        

 

○施策の方向 

地域のなかで障害者が誇りと生きがいを持って自立した地域生活が営めるよう、居住サービスや

就労、余暇活動などの基盤整備を進めるとともに、心身の障害に対する市民の理解を進め、障害者

にやさしい地域社会を構築します。 

 

○主な施策 

・障害者の生活、就労、余暇活動などの基盤整備促進 

・市民の障害理解の推進及び障害者の社会参加の促進 
・ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 

 

 

第５節 高齢者がいきいきとした地域の実現               

 

（１）介護保険制度の適切な運営                           

 

○施策の方向 

介護を要する高齢者が増加していることから、住み慣れた地域で安心して生活が継続できるよう

在宅サービスを充実させるとともに、施設サービスについても適切な水準を確保します。あわせて、

介護サービスの質の向上、医療との連携強化、介護家族への支援などの一層の充実を図ります。 

 

○主な施策 

・在宅生活を支えるサービス利用環境の整備と施設サービスの適切な水準の確保 

・要支援認定者への適切なサービス提供及び予防効果などの評価、分析の実施 

・各種給付の適正化及び事業者の研修や情報交換などを通じた介護サービスの質の向上 

・在宅生活の維持に向けた介護と医療などの連携の強化 

・介護家族への相談体制の充実及び各種支援の強化 

・サービス需要の的確な把握による介護保険事業計画の策定 

 

 

（２）介護予防の充実                               

 
○施策の方向 

高齢者が要介護状態になることをできる限り予防し、健康で生きがいを持って生活できるよう、

地域資源の活用などにより各種介護予防事業の充実を図ります。また、高齢者自身の意思で主体的

に介護予防に取り組むための支援や環境づくりを推進します。  
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○主な施策 

・元気高齢者及び虚弱高齢者に対する予防事業の質と量の確保 

      ・ロコモティブシンドローム予防の啓発・相談事業の実施 

      ・虚弱高齢者などを対象にした目的志向型の介護予防マネジメントの実施 

 

 

（３）認知症支援策の充実                            

 

○施策の方向 

高齢化の進行により、今後認知症高齢者が急速に増加することが予想されるなか、認知症の発症

や進行を可能な限り予防すると同時に、尊厳を保ちながら、その家族も含めて住み慣れた地域で生

活することができるよう、地域全体で認知症高齢者とその家族を支えるしくみづくりの実現に取り

組みます。 

 

○主な施策 

・認知症の理解に関する普及啓発 

・生活習慣病の予防や生活習慣の見直しを通じた認知症予防対策の推進 

・早期受診・相談などの支援体制の整備及び保健・医療と介護の連携強化 

・認知症高齢者に対する介護保険給付対象サービスをはじめとする各種サービスの充実及び認知

症高齢者を支える家族への支援 

 ・外部団体などとの連携強化、ネットワーク構築の推進 

 

 

（４）地域で高齢者を支える地域包括ケア体制の整備                   

 

○施策の方向 

高齢化が一段と進むなか、地域包括ケアシステムの構築を見据えた新たな視点での取組みを行う

必要があります。高齢化の進展とともに、医療依存度の高い要介護者、認知症や一人暮らし高齢者

など介護を必要とする方々が今後ますます増加していくなかで、誰もが住み慣れた地域で、その人

らしく生活を送ることができるよう、介護や医療などの個別サービスに加え、ボランティアや近隣

住民の支え合いなど地域の様々な資源を活用した多職種協働の地域包括ケア体制を整備します。 

 

○主な施策 

・地域包括支援センターの機能強化と地域における総合的なケア体制の整備 

・認知症高齢者の見守りや災害時の支援など地域住民がお互いに支え合い助けあっていく仕組み

づくり 

・虐待の早期発見、未然防止体制の強化及び高齢者の権利擁護施策の推進 

・鶴岡地区医師会や鶴岡市介護保険事業者連絡協議会との連携・協働による在宅療養体制の構築  

・医療・介護・福祉・生活支援・住宅支援など包括的な高齢者支援の充実とそれを支える社会基
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盤整備を目指した「地域ケア会議」の開催 

 

 

（５）高齢者の社会参加の促進                          

 

○施策の方向 

趣味、学習、ボランティア活動、地域活動、経験を生かした就労をはじめ、高齢者の多様な生き

がいづくりに、より積極的に取り組むことができるよう各種環境の整備に努めます。 

 

○主な施策 

・世代を超えた生涯学習、社会教育の振興や高齢者スポーツの機会拡充 

・老人クラブ、シルバー人材センター等の高齢者の自主活動や就労への支援 

・市民の技能、経験を活かした様々な地域活動への参加促進 

 

 

第６節 医療の提供体制の充実                     

 

（１）荘内病院を中心とした地域医療連携の推進と医療の機能分担           

 

○施策の方向 

市民に安全・安心な医療を提供するために、荘内病院を地域の中核病院として、地域の医療機関

との連携・機能分担を推進するとともに病院や診療所など医療機関の機能と役割を明確にするとと

もに、患者情報などのＩＣＴ化による情報共有システムを活用するなど、関係機関が連携、分担し

て医療の提供体制を確立します。 

 

○主な施策 

・医療情報ネットワークを活用した鶴岡地区医師会、鶴岡地区歯科医師会、鶴岡地区薬剤師会な

ど関係団体との連携強化 

・市民に対する「かかりつけ医」の普及促進 

・地域連携パスの活用推進 

    
 
（２）災害医療・救急医療体制の整備と高度医療への対応              
 

○施策の方向 

救急告示病院、休日夜間診療所及び消防との連携を進め、救急医療の充実を図ります。災害医療

に関しては広域的な情報ネットワークを活用しながら、災害拠点病院である荘内病院は行政や医療

機関、警察など関係機関との連携により、訓練を実施しながら患者受入れなどの災害時医療体制の
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充実を図ります。 

また、高度医療を提供するため高度医療機器の計画的な整備を行います。 

 

○主な施策 

・休日夜間診療所や消防との連携を通じた救急医療体制の充実 

・緊急時における迅速な医療提供体制及び災害対応のための資機材の整備 

 

 

（３）医師及び看護師等の医療従事者の確保                              

 

○施策の方向 

地方における医師不足のなかで、地域の中核病院である荘内病院の医師の確保を図り、診療体制

を充実します。また医師以外の看護師などの医療従事者についても養成、確保に努め、地域におけ

る医療提供体制の更なる充実を図ります。 

 

○主な施策 

・荘内病院の医師確保に向けた医学生への修学資金貸与や「診療参加型臨床実習（ステューデン

ト・ドクター）」、「オープンホスピタル」などの取組みの推進 

・地域全体の看護師などの医療従事者を対象にした研修会などの開催を通じた医療従事者のスキ

ルアップ 

・荘内病院の臨床研修医確保策の推進 

・看護師の長期研修派遣や認定看護師資格など各種専門資格の取得推進を通じた看護師など医療

従事者のスキルアップ 

・看護師養成及び教員資格の充実による看護師確保 

 

 

（４）在宅患者及び家族に対する支援体制の充実                   
 

○施策の方向 

高齢化社会を迎えて福祉施設や在宅での医療需要の増大とともに、長期療養を要する患者や終末

期患者の在宅医療が求められている状況を踏まえ、患者と家族が安心して在宅医療を受けられる支

援体制を整備します。 
 

○主な施策 

・地域の訪問診療及び訪問看護体制充実に向けた関係職員の育成 

・緩和ケアや在宅医療の推進及び地域医療連携室の相談・支援機能の充実 

・リハビリテーション提供体制の充実及び療養環境の整備 

・在宅医療提供体制充実に向けた医療機関や福祉関係機関のＩＣＴ化による情報共有の推進 
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第３章 

未来を担う子どもたちが、よりよい環境のもとでいきいきと育ち、それぞ

れの世代がともに学びあえる地域社会を創ります 

 

 
第１節 学校教育の充実                        

 

（１）「知育」、「徳育」、「体育」のバランスのとれた学校教育の推進         

 

○施策の方向 

本市で大切にしてきた※致道館教育の理念である「自学自修」「天性重視」「心身鍛錬」を継承し

ながら、知・徳・体が調和し、意欲と活力のあふれる子どもを育成します。 

 

○主な施策 

・信頼される学校の実現 

・教職員の研修の充実・人的体制整備 

・学校と家庭・地域との連携促進 

・創意工夫を取り入れた学校経営の推進 

・学習への関心・意欲を高める教育の推進 

・基礎・基本の確実な定着を図る教育の推進 

・個別のニーズをとらえた教育の充実 

・特別支援教育体制・教育相談体制整備の推進 

・今日的教育課題に対応した教育の充実 

・郷土を愛する心の育成 

・国際理解教育の推進 

・道徳教育の推進 

・体験学習を通した望ましい勤労観・職業観の育成 

・関係機関と連携した健康・安全教育の充実 

・学校給食における地場産物の利用促進と食育の推進 

・家庭と連携した望ましい生活習慣の確立 

 

（２）適正な教育環境整備                              

 

○施策の方向 

地域社会の過疎化及び少子化などによる児童数の減少により、学校の小規模校化が進み、複式学

級のある学校は増加傾向にあることから、子どもたちにとって望ましい学校の規模、施設設備、学

区、通学方法、学校配置などについて総合的な検討を行い、適正な教育環境の整備を進めます。 
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○主な施策 

・学校の適正な規模・配置の検討 

・円滑な学校適正配置の推進 

・安全・安心な学校施設等の整備 

・学校施設耐震化の推進 

・児童生徒の通学時安全確保対策の充実 

 

 

（３）高等学校教育の充実                            

 

○施策の方向 

少子化などによる高等学校の再編が検討されているなか、関係機関と連携し、地域における多様

な進路選択と学習ニーズに対応した就学の機会を確保するとともに、将来の地域を担う人材を育成

するため、高等学校の生徒の職業観や勤労意識、より高次の教育に対する意欲を高めます。 

 

○主な施策 

・関係機関への就学機会の確保・特色化等の取組みの働きかけ 

・庄内農業高校と加茂水産高校における専門教育充実の働きかけ 

・バイオ分野における人材育成体制の整備促進 

・高校生の地域活動への参加促進 

・高等教育機関・企業との連携による高校生の職業観確立・学習意欲向上のための取組みの推進 

 

 

第２節 高等教育機関の充実                    

 
（１）高等教育機関の充実と学術研究機能の集積                    

 

○施策の方向 

若年層や優れた人材の流入及び定着と交流、地域の産業の高度化、新たな知識集約型産業の創造

や育成及び誘致、新時代に即した社会理念や政策の提案など、本市の諸々の分野の振興発展の基盤

を築くため、高等教育機関（山形大学農学部、鶴岡工業高等専門学校、慶應義塾大学先端生命科学

研究所及び東北公益文科大学院）の機能を充実強化するための環境整備を進め、その一層の集積と

地域振興を担う高度人材の育成を促進します。特に、本市では生物の生命や健康に関する高度な教

育や研究が行われており、それらの機能を一層拡充し教育研究及び産業分野における集積を高め、

生命科学のメッカとなることをめざします。 
○主な施策 

・高等教育機関の教育研究機能の充実 

・高等教育機関との相互交流・連携の促進 
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・地域の農林水産業や商工業等への研究成果の活用 

・輩出される人材の地域での定着・活躍のための環境整備 

・高等教育機関が行う人材育成事業の促進 

・高等教育機関を活用した市民の学習機会や諸活動の拡充 

・高等教育機関を核として産学官民が連携協働する仕組みの整備 

・新たな高等教育機関の誘致 

・学術研究機能の集積促進 

 

 

第３節 地域のなかでの人づくり                   

 

（１）生涯学習を通した人づくり、地域づくり                       

 

○施策の方向 

暮らしのなかにおける個人の生きがいや、多様化、高度化する地域の様々な課題に対応するため

の学習活動を支援するとともに、人と人とのつながりのなかで自ら課題を見つけ考える力や他者と

の関係を築く力を身に付けるなど、お互い自立し支え合う心豊かな地域社会づくりを推進します。 

 

○主な施策 

・多様な市民ニーズに対応した学習情報・学習機会の提供 

・学びと暮らしを結ぶ学習活動支援 

・よりよい人間関係を築くための交流機会の創出 

・自立意識の向上や地域貢献意欲につながる学習プログラムの充実 

 

（２）社会教育施設等の充実                               

 

○施策の方向 

市民の学習活動を支援し社会教育活動を実践するなど、地域社会に役立つ施設としてその機能を

発揮し価値を高めるために、様々な学習ニーズの把握や地域課題の分析を行いながら、適切な事業

運営ができる体制を整備します。 

 

○主な施策 

・公民館・図書館等の施設設備のネットワークの充実 

・公民館等における学習活動や世代交流の推進 

・学校・家庭・地域と連携した学習活動支援 

・住民が主体的に地域づくりに参加する仕組みづくりの推進 

・地域づくりを担う人材の育成 

・施設機能の充実 
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（３）地域社会で子どもを育てる環境づくり                        

 

○施策の方向 

子育てにおいては、親や家庭が子どもとのコミュニケーションを大切にし、自覚と責任を持って

養育することが肝要であるため、さまざまな機会を活用し家庭の教育力を高めます。 

また、地域全体として子どもを見守り、子育て家庭を支援していく環境をつくります。 

○主な施策 

・乳幼児期からの一貫した子育て教育の実践 

・子育てに関する学習機会・情報の提供と相談活動の充実 

・孤立しがちな親に対する支援、情報提供 

・地域の人の経験と知恵を生かした子育て支援 

・子育てに関する世代間交流活動の推進 

 

 

（４）豊かな自然のなかでの子どもの育成                         

 

○施策の方向 

豊かな自然環境のなかでの学びや多様な体験を通じて、子どもたちの探究心、生命の重みを感じ

る心、郷土に対する誇りと愛着を育み、心身共に元気で逞しい成長を促進します。 

 

○主な施策 

・学校・地域における自然体験活動の機会の充実 

 

 

（５）男女共同参画の推進                             

 

○施策の方向 

 男女共同参画の理念などについて市民の理解と認識を深めて、市民が男女の別に関わりなく、互

いに助け合い、力を合わせて、家庭や地域の暮らしを豊かで活発にする男女共同参画社会をめざし

ます。 

 

○主な施策 

・男女共同参画計画の着実な推進 

・有効な拠点機能の内容検討と情報収集 

・総合相談室における男女共同参画の窓口機能の強化 

・家庭や学校などでの男女共同参画の理念等の市民への浸透 

・女性の地域活動などへの参画促進 
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第４節 芸術の振興と文化資源の保存継承                

 

（１）市民の芸術活動の環境の充実                            

 

○施策の方向 

本市の特性である優れた文化活動の伝統を継承発展させるため、人々に感動や生きる喜びをもた

らし、豊かな人生を送るうえで大きな力となる市民主体の芸術活動を一層促進するとともに、広く

内外の優れた芸術の鑑賞、体験、交流ができる活動環境の整備を進めます。 

 

○主な施策 

・芸術祭・文化祭を通した芸術文化活動の促進 

・文化施設・社会教育施設等を活用した練習・発表の場の拡充 

・文化会館改築整備の推進 

・新文化会館における市民参加による運営と優れた芸術鑑賞機会の充実 

・市民・団体が主体的に取り組む芸術鑑賞事業への支援拡充 

・音楽・美術分野において児童生徒の感性を伸長しレベルアップを目指す取組みの推進 

 

 

（２）伝統文化と文化資源の保存継承                       

 

○施策の方向 

本市の歴史と文化を表す多くの文化財、民俗芸能や伝統行事、歴史資料、文学資料など有形無形

の文化資源について、住民自らが地域の文化を理解しながら後世に継承できるように、地域住民の

主体的伝承活動を支援します。 

 

○主な施策 

・伝統芸能の後継者の育成支援 

・民間と連携した歴史的建造物の保存活用 

・歴史資料・文学関係資料等の調査・収集・保存及び拠点となる施設等の機能拡充 

 

 

 

 

 



 37

第５節 市民スポーツの振興                           

 

（１）市民の健康・生涯スポーツの場の形成                       

 

○施策の方向 

スポーツは、健康で充実した市民生活や青少年の人格形成、明るく活力に満ちた地域づくりに寄

与する大切な文化の一つです。 

本市は、市民誰もが日常生活のなかで目的や志向に応じて、いつでも、どこでもスポーツやレク

リエーションに親しむことができる環境を整え、市民の心身の健康や体力づくり、生きがいづくり、

地域づくりを進めます。 

 

○主な施策 

・市民が主体的に参画する総合型地域スポーツクラブの育成・支援 

・スポーツ少年団の育成等、子どもがスポーツを楽しめる環境の整備 

・スポーツを「する人」「みる人」「支える人」が協働・連携してのスポーツを通したコミュニ

ティづくり 

・市民参加型スポーツイベントを企画・運営する人材・団体の育成 

・自然や文化に触れることができるウォーキング、里山あるき等の普及・振興 

 

 

（２）地域の活力となる競技スポーツの振興                    

 

○施策の方向 

トップレベルの大会で地元選手が活躍することは、応援する市民の活力となり、地域の活性化に

もつながることから、関係団体との連携の強化や活動の支援により、青少年がより充実したスポー

ツの指導を受けることができる環境を整備します。 

 

○主な施策 

・中学・高校の運動部、各競技団体等との連携・一貫した選手育成のできる環境の整備 

・国際的、全国的な活躍を念頭に置いた地元選手の競技力向上・強化を担う組織の育成 

・指導者の研修機会の拡充・資質向上 

・競技の普及、トップアスリート育成活動の充実 

・競技レベルの高い大会の誘致推進、地元選手の競技意識の高揚 

・市民のスポーツへの関心の向上、スポーツへの多様な関わりの促進 
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（３）充実したスポーツ施設の運営                        

 

○施策の方向 

スポーツの振興を図るため、市民ニーズや利用実態を踏まえた施設の適切な管理運営、整備を進

め、誰もが安全に安心して利用できる施設の環境を整えます。 

 

○主な施策 

・スポーツ施設の効率的・効果的な管理運営の推進 

・利便性の高い充実したサービスの提供 

・既存施設の機能強化と有効な活用の推進 

・地域拠点施設や全市的広域施設など用途地域に沿った施設機能の整備 

・身近なスポーツ活動の場としての学校体育施設の有効活用 

 

 

第６節 都市交流の推進                          

 
（１）国内都市交流の推進                                
 

○施策の方向 

歴史的な縁や先人の人徳、本市の豊かな土地柄や人々の温かさによって築かれてきた都市交流の

歩みを絶やさずに培われてきた友好や信頼の輪をさらに広げるため、都市交流盟約を締結している

各都市との交流を推進します。 

 

○主な施策 

・文化・スポーツ・芸術等交流の促進 

・姉妹校交流の促進 

・他地域の子どもたちとの交流を通した逞しさと自然・生命を尊ぶ心の育成 

・東京事務所を拠点とした首都圏との結びつきの強化 

・地元出身者等の人的ネットワークを通した交流の拡大 

 

 

第７節 国際交流の推進                          

 

（１）多文化共生の推進                              

 

○施策の方向 

異なる国籍の人びとが互いの文化的な違いを認め合い、地域社会の構成員として地域を支え、共



 39

に生きていくことをめざし、外国人住民のコミュニケーション上の困難の解消を図るとともに、外

国人住民が地域において安心して生活を送ることができるよう、定住化に伴う生活上の課題に対す

る支援を行います。あわせて、本市の「草の根の国際交流」活動を推進し、市民が海外の歴史文化、

生活習慣、価値観などを知り、相互が理解することができる豊かな国際感覚を涵養します。そのた

め、国際交流拠点である出羽庄内国際村を中心に、市民が自発的に取り組んでいる国際交流活動や

多文化共生の取組を促進します。 

 

○主な施策 

・外国人生活相談窓口設置等の日常生活支援 

・日本の文化社会、生活習慣等への理解の推進 

・円滑なコミュニケーションのための日本語講座の開催 

・医療通訳、司法通訳、教育通訳等の人材の育成 

・多言語による行政・地域情報の提供の推進 

・関係団体と連携した国際交流体験イベントの開催 

・国際理解のための外国語講座の開催 

・国際社会の理解促進 

・国際交流団体のネットワークづくりの推進 

 

 

（２）国際都市交流の推進                              
 

○施策の方向 

長い歴史を持つ国際都市交流事業に携わった、多くの市民による人的交流を通じて築かれた信頼

関係をさらに深めるため、国際姉妹・友好都市交流を推進するとともに、世界的な規模での幅広い

交流活動が展開されるための環境づくりを進めます。 

 

 

○主な施策 

・友好団体や子どもたち主体の国際姉妹・友好都市交流の推進 

・国際交流を通した子どもたちの異文化理解の促進・自国文化の再認識 

・国際交流を担う人材の育成支援 

・関係機関等と連携した国際的文化スポーツ等イベント・国際会議の誘致 
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第４章 

恵まれた豊かな自然と風土を生かし、人と人の交流を図りながら、産地の

「顔」づくりと安全で安心な食料づくりを進め、農林水産業をいきいきと

発展させます 
 

 

１節 持続的に発展する農業の振興                  

 

（１）農業の担い手の安定的な育成・確保                       

 

○施策の方向 

本市農業の持続的発展を図るために、優れた経営能力を有する認定農業者を中心とした担い手を

安定的に育成・確保するとともに、担い手がいない集落や地区においては、新たな経営体の発掘と

育成に努めます。特にこれまで本市の農業を支えてきた農業者の高齢化が進み、多くの離農が予測

されることから、次代を担う農業後継者や新規就農者を積極的に育成し、将来にわたり農業の担い

手を安定的に確保します。 

一方、担い手の確保が困難な中山間地域などの集落においては、農業者の自主的な話し合い活動

を推進し、意欲ある兼業農家や高齢農家、女性農業者及び小規模農家などの幅広い参画による集落

営農などの組織化を促進します。 

 

○主な施策 

 ・認定農業者・農業後継者・新規就農者等、担い手の育成･確保 

 ・集落営農等の組織化・法人化の支援 

 

 

（２）地域の特性を生かした産地づくり                       

 

○施策の方向 

水稲の高品質・良食味の安定的生産基地として維持・発展を図るため優良農地の確保に努めると

ともに、共同乾燥調製（貯蔵）施設や共同利用施設、高性能農業機械の計画的な整備や導入を促進

し、地域の実態に適した生産性の高い営農体制を確立します。あわせて消費者ニーズ、市場ニーズ

に応じた高品質良食味の売れる米づくりを進めます。 

 野菜、果樹、花き及び菌茸などの園芸作物の生産を振興するため、生産技術の向上及び機械や設

備の導入を推進します。また、大豆やそばを始め転作作物の品質・収量の向上安定化による農家所

得の向上に努めるとともに、在来作物の生産振興や消費の拡大に向けた取組みを推進します。 

 堆肥の供給元ともなる畜産を振興するため、経営規模の拡大、優良種及び機械や施設の導入、技

術の向上による経営の安定化と生産の合理化を進めるとともに、担い手の確保や新規参入者も含め
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た後継者の育成を進めます。 

 農産物の流通と販売については、「安全・安心・おいしい」農産物を安定的に消費者に供給する

ため、市場をはじめ産直販売など多様な流通販売ルートの開拓と庄内米、メロン、だだちゃ豆（え

だまめ）、温海かぶなどブランド力の高い農産物をけん引役としながら、これらに続く農産物など

を幅広く発掘、育成し、「鶴岡ブランド」の確立により、販路拡大を促進します。 

 中山間地域においては、生産活動の維持を支援し、担い手の育成確保に努めるとともに、新規需

要米の生産や振興作物などへの誘導、そばの生産振興を進めます。 

 

○主な施策 

 ・売れる米づくりの生産振興と販路の拡大 

 ・園芸作物の生産振興と産地化の維持 

 ・畜産振興対策の推進 

 ・耕作放棄地対策の推進と担い手への農地の効率的利用集積 

 ・中山間地域の農業活性化 

 

 

（３）環境保全型農業の推進                             

 

○施策の方向 

有機農産物や特別栽培農産物など、化学肥料や農薬の使用を控えた安全・安心な農産物に対する

消費者ニーズに応えるべく、環境に優しく質の高い食糧の生産地をめざし、耕畜連携による有機性

堆肥の活用をもとにした環境保全型農業を進めます。 

今後は、米を中心に減農薬を基本とした環境に優しい取組みを市全体で行うなど、環境保全型農

業の取組みのすそ野を広げ、本市農業の魅力を一層高めます。 

また、市が自ら実施している農作物認定認証事業の機能を最大限活用し、認定認証のＰＲを強化

し販売の付加価値を高めるとともに、認定認証活動を通じて環境保全型農業の取組みの拡大を促し

ます。 

さらに将来に向け、消費者や子どもたちが環境保全型農業を理解し、農産物をより簡単に手に入

れられる体制づくりに一層取り組むとともに、生物多様性の維持をより重視した取組みを普及・啓

発します。 

 

○主な施策 

 ・有機栽培、特別栽培、減農薬を基本とする栽培の全市的取組みの推進 

 ・環境保全型農業を進める生産体制の整備 

 ・堆肥等有機性資材の活用による土づくりの推進 

 ・環境保全型農業を軸に農産物認定認証を活用した鶴岡ブランドの確立 

 ・消費者や子ども達が環境保全型農業に親しみやすい環境づくりと生物多様性の保全 
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（４）農業生産基盤と農山村の環境整備                          

 

○施策の方向 

農業生産の効率化と安定化を図るため、農業生産基盤の整備を促進します。 

 また、農地や森林の有する優れた景観や癒しの場としての機能を十分に発揮できるようにすると

ともに、農山村の住民が、安全で安心な生活、あるいは快適な生活を維持できるよう、農山村集落

の防災対策・環境整備を促進します。 

 また、野生鳥獣の生息分布域が拡大、拡散する傾向が見られ、農作物への被害が拡大し深刻化し

ていることから、実態の把握に努め、農業者と関係者、関係団体の連携のもとに、農作物被害を縮

小させる取組みを一層進めます。 

 

○主な施策 

・かんがい排水施設の改修・整備、ほ場の大区画化、農道改良の推進 

・排水対策など水田畑地化基盤整備の推進 

・優れた景観の維持・保全、及び農山村集落の防災対策・生活環境の整備 

・農地・農業用水等の保全・管理活動の推進 

・有害鳥獣被害の実態把握と農作物被害防止対策の推進 

・人と野生鳥獣の棲み分け対策の推進 

 

第２節 森林資源の有効な保全と活用                   

 

（１）適正な森林経営と循環システムの構築                      

 

○施策の方向 

豊かな森林資源を市民が活用し、森林所有者も安定的に森林施業に従事できるようにするために

は、森林資源が循環することが求められています。それには、木材需要に応じたスギ人工林での伐

採と、その後の植林と保育が途切れることなく繰り返して行われ、木材生産が継続して行われるこ

とが必要であり、このため、木材生産コストの低減を図りながら、市民のスギ人工林に対する関心

を高め、生産された木材が、円滑に消費されるよう周知活動を進めます。 
これまで山村を守ってきた林業従事者の高齢化が進み、管理放棄された森林が増加している要因に

もなっていることから、多様な林業の担い手の育成を図ります。 
 

○主な施策 

 ・林道、作業道の路網整備と適切な維持管理 

 ・森林所有者の施業意欲の向上 

 ・担い手並びに森林組合林業技術者の育成強化 

 ・木材生産の継続につながる施業の検討 

 ・木材の地産地消の促進と公共建築物への地域産材の積極的な利用 
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（２）森林環境の保全                                   

 

○施策の方向 

 森林の持つ多様で公益的な機能を市民生活に生かすため、平地や里山など身近にある森林の整備

を行うとともに、病害虫による被害森林の拡大防止と保全対策や、森林に対する子どもたちの関心

を高める森林環境学習などを拡充します。 

 

○主な施策 

 ・ナラ枯れ被害の拡大防止のための調査、予防活動の実施 

 ・森林環境の保全意識醸成 

 ・公益的機能の高い海岸林の維持、保全 

 

 

（３）地域資源としての森林の利活用                            

 

○施策の方向 

森林の恵みを利活用できる環境をつくるため、里山の広葉樹林地から奥山の天然林に至る多様な

森林について、その林相や地域の特色を生かした森林の利用を推進します。また、市民が、気軽に、

親しみを持って森林に接していけるように、森林の多面的な機能と日常生活との関わりについての

理解を促すとともに、森林を活用した市民の交流の取組みを進めます。 

 

○主な施策 

 ・森林に親しみ心安らげる空間としての活用促進 

 ・森林や木を活用したイベントやプログラムの開発と情報発信 

 ・間伐によって改善される林床環境を活用した特用林産物の研究・試験 

 

 

（４）森林バイオマスの利活用                           

 

○施策の方向 

森林資源の有効活用を図るとともに、地球温暖化の防止に資するため、間伐材や林地残材、剪定

枝、製材屑などの未利用の木質資源をエネルギー源として、森林バイオマスの有効活用を進めます。 

 

○主な施策 

 ・森林バイオマスによる発電、熱利用の促進及び燃料となる森林バイオマスの安定的かつ効率的

供給 
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第３節 安定した水産業の振興                      

 

（１）安定した漁業経営の推進                           

 

○施策の方向 

  水産物は、昔から重要な「食」の要素として、地域独自の文化と社会生活に深い関りを持ち続け

てきました。また、水産業は、水産物の安定供給とともに、豊かで安心できる生活の基盤を支える

役割を果たしており、水産業の健全な発展を図ることが重要となっています。このため、将来にわ

たって水産資源の安定確保を図るとともに、ブランド化や消費の拡大など魚価向上の取組みを推進

し、漁業収入の増収により、安定した漁業経営の確立を図ります。 

 

○主な施策 

 ・漁港施設の整備と適正な維持管理 

 ・水産資源の安定確保 

 ・鶴岡産水産物のブランド化 

 ・安全安心な水産物の提供 

 ・魚の消費拡大 

 ・経済情勢や、海洋環境変化による水産業への影響緩和 

 

 

（２）漁業の担い手の確保                             
 

○施策の方向 

漁業者の減少と高齢化が進んでいるなかで、将来にわたり安定して水産物を供給していくには、

担い手の確保や育成を図るとともに、漁業者の円滑な世代交代を推進していくことが必要です。こ

のため、現漁業者の後継者育成を基本にしながら、都市部や他産業からの新規就業者の受入れの検

討などにより、新たな漁業の担い手の確保を図ります。 

また、漁業者、県漁協、行政が構成する「山形県漁業就業者確保育成協議会」において、漁業研

修制度や独立時の負担軽減策などを検討するとともに、構成員が各々の立場で施策を実施すること

で、担い手の確保・育成を図ります。 

 

○主な施策 

・一人乗り漁船漁業等への独立支援 

・新規就業希望者への研修 

・漁業体験事業の実施 
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第４節 農山漁村の地域づくりと交流人口の拡大                

 

（１）多様な主体の参画による農山漁村づくり                       

 

○施策の方向 

農山漁村地域では、人口の減少、高齢化や混住化が進んでいることから、農林漁業者のみならず

幅広い地域や集落の住民の協力のもと、農林水産業の振興や地域の活性化に向けた話し合い活動を

推進するとともに、実践的な取組み活動を推進、助長し、発展の成果が地域に還元される仕組みづ

くりにより、農林水産業の維持発展と農山漁村地域の活性化を図ります。 
 
○主な施策 

・多様な主体の参画による地域住民の自主的な組織づくり 

・地域づくりの推進のためのサポート体制の拡充 

・地域リーダーの育成と情報発信 

・農地や農業用水などの保全管理活動への多様な主体の参画 

・森づくり活動や森林保全活動の推進と、森林の多面的機能を生かした交流の拡大 

 ・漁村地域の経済の活性化と産業の振興による地域づくり 

 ・森林資源を活用した活動拠点のフィールド整備、拠点同士のネットワーク化 

 

 

（２）交流人口の拡大による地域の活性化                       

 

○施策の方向 

広大で豊かな森林、水田、畑、樹園地と砂丘畑などの農地、雄大な日本海、温泉、農山漁村文化

と伝統など本市の農山漁村が有する豊富な資源を有機的につなげ、本市のイメージアップを図りま

す。また、安全・安心な農林水産物生産の取組みなどの情報発信を積極的に行うことにより、交流

人口を拡大し地域の活性化を図ります。 

 

○主な施策 

 ・地域資源の掘り起こし及び｢鶴岡ツーリズム｣の開発 

 ・本市農林水産業への「応援団づくり」と農水産物の販路拡大 

 ・体験プログラムの拡充による森林や山村、漁村の持つ魅力を高め交流人口を拡大 

 ・中学生や高校生の教育旅行の受入体制を整備 

 ・短期滞在型、長期滞在型、定住型などの交流居住を推進 
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第５節 農林水産業の 6次産業化の促進                 

 

（１）農林水産業の６次産業化の支援                       

 

○施策の方向 

「食の宝庫」を標榜する本市にとって、恵まれた食材を活用した 6次産業化は魅力的な分野であ

り、6次産業の取組み段階に応じたさらなる支援及び推進を図ります。 

また、各分野における課題も複雑かつ多様化しており、農林水産業の 6次産業化の課題解決に向

けては、農・商・工・観の連携が有効な手段であることから、現状把握と情報共有を行いさらなる

連携強化を図ります。  

 

○主な施策 

 ・意欲的な農林漁業者等への6次産業化の支援 

 ・マッチングなど農商工観連携の推進 

 ・人と農林水産物が双方向に動く仕組みづくり 

 

 

（２）新たな生産加工技術・流通に関する研究開発の推進               

 

○施策の方向 

本市の農林水産物の付加価値を高め有利な販売に結びつけるため、地元高等教育機関や県立の試

験研究機関、食品製造業など多くの企業が立地している環境を生かし、これらとの連携や協力体制

を強化するとともに、新たな農林水産加工品の開発及び流通販売システムの改善などの研究、検討

を促進します。 

 

○主な施策 

 ・地元の試験研究機関などとの連携・協力の拡充、及び嗜好性などに着目した付加価値の高い農

林水産加工品開発の推進 

 

 

（３）地産地消の推進                               

 

○施策の方向 

小規模農家や女性、高齢農家は、栽培技術や営農意欲があっても、生産量が少量であったり、販

路開拓のノウハウが不足しているなど、自らの力で販路を求めることが大変厳しい状況にあること

から、少量多品目の農産物の販売による農業所得の向上を図ります。 

「食育・地産地消推進計画」の目標値である学校給食における鶴岡産野菜の利用率 50％以上、並

びに地元産魚介類の利用率 30％以上の達成に向けた事業を展開し、農業理解を図るとともに、給
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食用野菜生産農家等の所得向上を図ります。 

市民の食生活を通じて、鶴岡の食と食文化を支える農林水産業や農林水産物への理解を促進する

ことにより、地場産食材の積極的な利用等による農林水産業の支援を推進します。 

 

○主な施策 

 ・小規模農家や女性、高齢者を中心とした産直販売や農産加工の取組みの積極支援、並びに地元

農産物の販路拡大の推進 

 ・学校給食の地場産物利用促進による子どもたちへの農林水産業の理解促進 

 ・食育を通じた理解促進事業の実施 
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第５章 

地域に根ざす産業を守り育てるとともに、これからの  時代をひらく新し

い産業を振興し、それぞれの地域をいっそう元気にします 

 

 

第１節 雇用の促進と働く力を高める人づくり              

 

（１）若年層の職業意識・能力形成と地元就職の促進                

 

○施策の方向 

若年層が早い段階から働くことの意義について認識を深め、職業意識と能力や知識を形成できる

よう支援することにより、新卒者の職場定着を図るとともに、若年求職者の就職支援に努めます。

また、若年層や早期離職者の地元企業就職を促進するとともに、Ｕターン希望者に対する情報提供

機能の強化を図ります。 

 

○主な施策 

・雇用対策協議会、ハローワークとの連携による地元企業への雇用促進 

・児童、生徒に対する就業体験や職場体験の機会の拡大 

・長期インターンシップの推進 

 ・若年層定着と早期離職者等に対する就職支援 

 ・本市のＵターン受入企業等の情報発信を強化 

 

 

（２）就業構造の変化に対応したキャリア形成と就業機会の創出           

 

○施策の方向 

企業が社員に求める能力の高度化や就業構造の変化に対応するため、自己の適性や職業能力の的

確な把握と職業能力の向上を支援します。また、長寿化に伴う職業生活期間の延長、価値観の変化、

生活の様式や志向の変化などに対応し、生きがいや社会参加の視点からも就業の場の創造と育成を

図ります。 
 
○主な施策 

・庄内地域産業振興センターを核とした研修及び訓練の拡充 

・企業の人材育成や個々人のスキルアップに関する情報提供やアドバイス機能等の拡充 
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（３）先進的な事業活動を支える人材の育成                    

 

○施策の方向 

産学連携に基づく独創的な研究開発や技術創造をなす中核的な人材、技術の具体化や製品化の過

程を実務面で支え、また、生産性や品質向上をめざして自ら工夫する技術者等を育成し、企業の自

立的な事業展開を促進します。 

  

○主な施策 

・高等教育、研究機関での研修や共同研究等の促進 

・高等教育機関等による社会人のためのリカレント教育の拡充 

 

 

第２節 地域の強みを生かした地力ある産業の振興            

 

（１）競争力のある企業の集積                          

 

○施策の方向 

本市の特徴的な製造業である電子、電機、機械、輸送といった加工組立型産業と独自の技術や付

加価値の高い製品などを持つ企画開発型企業の集積を促進します。 

また、慶應義塾大学先端生命科学研究所の研究成果などを核として、次代を担う新規、成長分野

であるバイオに関する研究機関や企業を集積し、新しい産業の振興を図ります。 

 

○主な施策 

・企業立地促進法に基づく新たな企業の立地促進 
・地域に根ざした企業の事業拡張や競争力の強化 
・高等教育機関の研究成果や新技術の産学連携 

・企業間連携に基づく事業化の推進 

・ベンチャー企業の創出、育成 

・企業間交流や異業種間交流、産業人材育成等の企業活動のサポート機能の拡充 

・高等教育機関の研究成果をもとにした、バイオに関する研究機関や企業が集積するクラスター

の形成 

・鶴岡バイオサイエンスパークの整備 

 

 

（２）伝統産業の再構築と地場産業の振興                     
 

○施策の方向 

先人より受け継いだ製品づくりを未来にも継承しつつ、時代が求めるデザイン、機能、用途など
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を加えて、伝統的な製造業の高付加価値化に取り組むことにより、伝統産業の再構築と地場産業の

振興を促進します。 

 

○主な施策 

・農商工観連携、産学連携による消費者ニーズに対応した製品の開発と販路の拡大 

・新商品や新サービスの開発、市場化の取組みに対して、地域資源活用促進法などによる支援拡

充 
・シルク産業などの伝統的な産業の活性化の推進 

 

 

第３節 まちの賑わいを創る産業の振興                 

 

（１）地域に根ざした魅力ある個店・商店街づくり                 

 

○施策の方向 

地元商店街や商店が買物機能としてだけでなくコミュニティの場としての役割が期待されるな

か、地域に根ざした付加価値づくりや担い手の育成を図り、地域住民のニーズに対応した安定的か

つ持続可能な店づくりと商店街づくりを推進します。 

 

○主な施策 

・地域ニーズに対応した事業承継や新規創業に取り組む人材の育成 

・商工会等関係団体との連携による地元消費喚起や地域特性を生かした意欲ある取組みの推進 

 

 

（２）多様な交流による中心商店街の活性化                    
 

○施策の方向 

中心商店街それぞれの特性を生かしながら、鶴岡市の中心市街地活性化基本方針に基づき、まち

づくりと一体となった取組みを推進し、｢住｣｢職｣｢遊｣｢学｣｢観光｣の観点からの商店街の高付加価値

化を図るとともに、まちなかにおける多様な交流や活動が行われ、歴史と伝統を継承しつつ新たな

文化を創造する場としての商店街づくりを進めます。また、商店街自体の活動の活性化や魅力ある

個店の集積による持続性のある商店街の形成を図り、来街者にとって歩いて楽しい商店街づくりを

進めます。 

 

○主な施策 

・中心商店街の店舗個々の特性やオリジナリティを生かした店づくりの促進 

・意欲ある商業者の出店を促す環境づくりの推進 

・中心商店街への伝統産業や食材など地域資源を生かした店舗や工房型店舗の誘導 
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・職人技や地場産品に触れられる魅力ある商店街づくりの推進 

・鶴岡商工会議所のＴＭＯ事業の取組み支援 

 

 

（３）新たなニーズに対応したサービス産業の振興                 
 

○施策の方向 

経済のサービス化、ソフト化が進展するなか、工業団地に立地する企業などのニーズに対応した、

企業活動を支援する対事業所サービス機能や、市民の福祉や教育などのニーズに対応した対人サー

ビス機能の集積を進めるとともに、新たなビジネスの創出と育成を図ります。 
 

○主な施策 

・多様な企業活動を支援する対事業所サービス機能の充実 

・福祉や教育など市民生活を支援する対人サービス機能の充実 

・コミュニティビジネスの創出と育成 

 

 

第４節 鶴岡ならではの観光の振興                    

 

（１）多様な観光ニーズを踏まえた誘客の促進                   

 

○施策の方向 

   観光の振興は、交流人口の拡大による地域活性化に大きな役割を果たす一方、観光に対するニー

ズを見ると、団体型旅行から、個人、家族、小グループ型旅行への移行、旅行の目的、ルート等の

多様化といった旅行形態の変化を踏まえつつ、本市特有の歴史、文化特性や自然環境など豊富な観

光資源を活用、整備しながら、「テーマ観光」や「体験型観光」を一層充実していくとともに、市域

を越えた広域観光を充実、強化します。 

 

○主な施策 

・歴史的な施設、古道、伝統芸能など観光資源の磨き上げとサービスの向上による更なる活用 

・「食」「文化」「自然」などを活用したテーマ観光の推進 

・体験メニューと既存観光資源の組合せによる体験型観光メニューの充実や創出 

・農商工分野との連携による鶴岡の食の紹介、グリーン・ブルーツーリズムの展開 

・日本海きらきら羽越観光圏を中心とする広域観光の推進 

・旅行代理店とのネットワーク強化による、早期の情報提供と旅行ニーズの把握 

・スマートフォン、旅行情報誌や映画などによる効果的な情報発信 

・北東・東南アジアを重点地域とした外国人観光客誘客に向けた、観光ＰＲの展開 

・鶴岡公園周辺などの城下町の歴史や文化的特性を踏まえた観光エリアの充実、整備の推進 
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・祭りや各種イベント等と新たな魅力付けによる誘客促進 

・リニューアルした加茂水族館の利用促進を通じた交流人口拡大 

 

 

（２）温泉地や宿坊街の魅力の向上と賑わい創出                  

 

○施策の方向 

   温泉地や宿坊街の魅力の向上と賑わいの創出に向け、個々の宿泊施設の充実やサービス向上だけ

に止まらず、それぞれが有する地域の自然、歴史、文化的環境を生かし、通りの整備や良好な景観

の形成などといったハード事業と地域資源を活用したソフト事業を推進し、散策などが楽しめるよ

うに、当該エリア全体の魅力アップを図ります。 

 

○主な施策 

・温泉街の魅力向上、賑わい創出などハードとソフト両面からの各温泉地の環境や特性を活用し

た取組みの推進 

・おもてなしや多様な食材の観光振興、温泉街歩きガイドなど新たな魅力付けとなる取組みの推

進 

・手向宿坊街の景観整備と体験交流メニューの創出などによる出羽三山地域の受入環境充実 
・観光推進組織や商店主、地域住民、専門家や有識者などによる継続的で組織的な「街づくり」

の検討 

 

 

（３）観光客受け入れ環境の充実                         

 

○施策の方向 

観光客の移動手段として、駅や空港などからの公共交通だけに止まらず、点在する観光資源を結

ぶ２次交通の充実を図るとともに、観光案内看板の設置をはじめ、観光ガイドや観光案内所、さら

には市民による「もてなしの心」などの醸成を図り、受け入れ環境の一層の充実を図ります。 

 

○主な施策 

・市内循環バス、定額観光タクシー、レンタカーを利用した旅行商品などへの支援による２次交

通の充実 

・観光ガイド、レンタサイクル、共通施設観光券などソフト面での受入体制の充実 

・中心市街地のまちづくりと連携した、観光情報プラザ（仮称）などハード面による、歩いて楽

しい観光街づくりの推進 

・山形ＤＣに向けた企業や団体などによる｢おもてなし活動｣への支援 

・観光客や来訪者が再び訪れたくなる鶴岡らしい「気遣いや思いやり、もてなしの心」の育成 

・観光案内説明板やパンフレットなどの多言語化と通訳ガイドボランティアの育成 
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（４）観光推進組織の強化と人材の育成                      

 

○施策の方向 

観光振興においては、民間の果たす役割は極めて重要であり、現在、鶴岡市観光連盟など様々な

観光推進組織が活動を展開していますが、その機能強化を進めていくとともに、観光に関わる団体

との連携や人材の育成、コミュニティサイトによる人材ネットなどの構築を図ります。 

 

○主な施策 

・鶴岡市観光連盟による市全体の情報発信や誘客活動などの体制強化。 

・各地域観光協会への行政とのパートナーシップ構築の観点からの連携及び協力、自発的な取組

みと活動への支援 

・地域活性化に向けた各種団体による観光施設運営などの取り組みに対する支援と新たな人材の

育成 

・鶴岡観光のコミュニティサイトの構築と全国的なネットワークづくり 

 

 

（５）特産品の育成と物産展の充実                        

 

○施策の方向 

既存の特産品に加え、農林水産分野や商工分野などにおいて、新たな地域特産品が製品化されて

おり、これらの特産品を観光ＰＲのため積極的に活用していきます。また、物産展については、販

路拡大や物産販売だけに止まらず、観光誘客と一体となった取組みを進めます。 

 

○主な施策 

・本市の食文化、伝統工芸品、新たな地域特産品などの宣伝と活用 

・関係団体と連携した、伝統工芸品や民芸品に携わる人材育成の推進 

・観光物産展を通じた、販路拡大などの取組みへの支援 
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第６章 

地域の生活や活動を支える基盤を整えるとともに、交通・情報ネットワー

クをさらに充実させて市域内外の交流を拡大します 

 

 

第１節 快適な都市環境の形成                      

 

（１）快適な市街地と集落の基盤形成                       

 

○施策の方向 

市街地の無秩序な拡大を抑制するとともに、既成市街地や既存集落の土地の有効利用に留意しな

がら、人口規模に応じたコンパクトな市街地を形成するとともに、地域の特性に配慮した快適な生

活環境の整備を進め、美しい田園や丘陵、海岸と調和した持続可能な活力ある市街地や集落の形成

を図ります。 

 

○主な施策 

・都市計画マスタープランの見直し、都市再興計画の策定 

・区域区分に基づく地域の特性に配慮した土地利用の誘導 

・新たな土地利用に対応する既存ストックの活用と計画的な開発 

・地区計画などによる良好な生活環境の維持・創造の促進 

・未利用市街化区域となっている茅原地区の区画整理事業よる市街地形成 

 

 

（２）歴史や伝統・文化を大切にした誇りの持てる地域づくり            

 

○施策の方向 

地域の核となる区域を生活や文化などの地域活動の拠点として位置付け、地域が持つ歴史や伝

統と文化を大切に維持、発展させ、そこに住む人が誇りを持って住み続けられる地域づくりを推

進するとともに、歴史的風致維持向上計画に基づき現代にいきづく魅力ある地域の形成を図り、

活性化と交流人口の拡大を促します。 

 

○主な施策 

・歴史的風致維持向上計画事業の実施など地域の歴史や伝統を生かしたまちづくりの推進 

・住民と行政の協働によるまちづくりの促進 
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（３）地域の特性を生かした景観形成                       

 

○施策の方向 

これまで引き継がれてきた良好な景観を保全し、次代に継承するため、地域ごとに進めてきた景

観形成の方針を位置付けた市全体の景観計画に基づき、自然や農地、歴史的建造物などそれぞれの

地域の豊かな特性を生かした景観形成とまちづくりを推進します。 

 

○主な施策 

・大規模建築等行為の届出・規制誘導 

・景観計画の拡充・推進（重要な区域、規制対象の拡充） 

・建築物の高さ規制・誘導による景観保全 

・地域ごとの景観まちづくりガイドラインの作成 

 

 

（４）賑わいある中心市街地の形成                           

 

○施策の方向 

都市機能の集積やまちなか居住の誘導を図り、地域の特性に合わせたまちづくりを推進し、子供

から高齢者までが「住み、暮らし、活動する場としての魅力ある中心市街地」の形成とその充実を

図ります。 

 

○主な施策 

・中心市街地への都市機能集積の促進 

・駅前地区の立地条件を生かした土地・施設の民間活用の促進 

・中心部へのまちなか居住を図るための住宅建設への支援 

・中心密集住宅地のランド・バンク事業（住環境整備）への支援 

・鶴岡公園周辺の先端性と歴史性が調和したまちづくり 

・鶴岡公園周辺と中心商店街をつなぐ内川周辺のまちづくり 

・誰もが楽しく「歩いて暮らせるまちづくり」の推進 

・担い手育成など市民のまちづくり活動支援 

 

 

（５）多様で複合的な公園・緑地の整備・保全                      

 

○施策の方向 

  レクリエーションの場、憩いの空間である公園、緑地の整備と保全を、市民と協働しながら推進

し、緑のネットワークの形成と市民生活の豊かさの向上、防災機能の強化を図ります。 
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○主な施策 

・多様な活動と地域の特性に配慮した公園などの整備 

・市民・地域との協働・協調による整備と維持保全 

・計画的な施設設備の更新 

・桜など樹木の保護と計画的更新 

・ユニバーサルデザインと防災機能の拡充 

 

 

第２節 交流・連携の推進と基盤の整備                 

 

（１）東北日本海沿岸地域等との連携と交流の推進                  

 

○施策の方向 

歴史的、文化的につながりの深い新潟から秋田にかけての日本海沿岸地域の各県、各都市との間

で、経済や文化、学術研究、観光、防災などにおいて、地域の特性を生かしながら、相互の機能分

担や連携の強化を推進することにより地域の振興を図るとともに、環日本海地域との交流を促進し

ます。 

 

○主な施策 

・高速交通ネットワークの整備 

・東北日本海沿岸地域等の自治体との連携・協力並びに環日本海交流の推進 

 

 

（２）高速交通ネットワークの充実                          
 

○施策の方向 

首都圏や関西圏といった大都市圏をはじめ、日本海国土軸を一体的に構成する新潟などの日本海

沿岸地域や仙台圏といった近隣地域、また環日本海沿岸諸国など海外との連携において、交流の活

発化、物流の効率化を促進させる社会基盤である高速交通ネットワークの充実を推進します。 

 

○主な施策 

・日本海沿岸東北自動車道早期開通 

・「あつみ温泉ＩＣ」「鼠ヶ関ＩＣ」周辺整備の検討、計画策定 

・山形自動車道（月山道路部分）整備促進 

・庄内空港の東京線増便と運航ダイヤの改善、大阪線の復便等国内路線の拡充 

・羽越本線の新潟駅における新幹線と在来線の同一ホーム乗換など在来線高速化 
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（３）情報社会に対応した環境整備の推進                      

 

○施策の方向 

 市民生活の向上や産業の活性化など、豊な地域づくりのため、新たな情報通信技術を活用し、国、

県や関係機関、民間事業者との連携を図りながら、情報社会に対応した環境を整備します。 

 

○主な施策 

・公衆無線ＬＡＮ環境の整備推進 

・ホワイトスペース（空き周波数帯）を活用した地上一般テレビ放送（エリア放送）等の検討、

整備推進 

・ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）の利活用推進 

・公共データなどの情報の整備と利活用推進 

 

 

（４）幹線道路網の整備                              

 

○施策の方向 

道路網の骨格となる国道、主要地方道、一般県道の整備を促進し、幹線道路ネットワークの強化

を図ります。 

 

○主な施策 

・地域間の交流と物流・観光振興を支える道路ネットワークの強化 

・主要地方道や一般県道の未改良区間の整備促進 

・外環状道路及び都市内幹線道路の整備促進 

 

 

（５）道路利用者の視点にたった市道整備と管理                 

 

○施策の方向 

通行の快適性や利便性を求める道路利用者の様々な声に耳を傾けながら、高齢化社会への対応や

安全な通学路の確保など、市民にとって安全・安心な道路整備を推進するとともに、安全で快適に

利用できるよう管理します。 

 

○主な施策 

・交通弱者や高齢化社会に対応したバリアフリー対策 

・中心部の一方通行見直しと道路整備 

・狭あい市道の改良や安全な通学路対策の推進 

・道路の防雪及び除雪対策の拡充 

・橋梁など道路土木施設における長寿命化修繕計画の推進 
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（６）公共交通ネットワークの確保                       
 

○施策の方向 

公共交通ネットワークを維持するとともに、利便性を高め、広範な市域における市民の日常の移

動手段を確保します。 

 

○主な施策 

・既存の民間バス路線の維持存続と地域や民間主体で行う新たな公共交通システムの導入等の支

援 

・羽越本線の利便性の向上、安全輸送の確保及び全線複線化の促進 

 

 

（７）港湾の利活用と魅力の創出                           
 

○施策の方向 

船舶の安全を確保し、地域の振興化策と連携した港湾の利活用を促進し、魅力の創出を図るとと

もに、大地震や大津波などの災害に強い港湾整備を促進します。 

 

○主な施策 

・大地震や大津波等の災害に強い港湾整備の促進 

・地域資源を活用した地域振興化策と連携した港湾の利活用の促進 

 

 

第３節 安全・安心な生活基盤の整備                  

 

（１）快適で安全・安心な住環境整備                         

 

○施策の方向 

住宅施策の指針となる「住生活基本計画」に基づき、高齢者・障害者などの住宅困窮者のための

住宅セーフティネットの構築を図るとともに、空き家などの適正管理及び発生の抑制につながる住

環境整備の推進、鶴岡の気候風土に合わせ培われてきた職人の技術・材料による快適な住まいづく

りを推進します。 

 

○主な施策 

・公営住宅の計画的整備・保全と民間住宅活用型住宅セーフティネットの構築 

・空き家、空き地の適正管理と利活用による良好な住環境整備の推進 

・地域資源の活用と地域の活性化につながる住宅建設の促進 

・住宅リフォーム支援事業の推進 
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（２）住宅・建築物の耐震化の向上                           

 

○施策の方向 

庄内平野東縁帯を震源とする大地震が将来発生することが予測されていることから、建築物の倒

壊被害などを最小限に抑えるため、住宅や建築物の耐震改修等を促進します。 

 

○主な施策 

・一般住宅の耐震改修等への計画的支援 

・特定建築物の耐震改修促進 

・耐震改修等への相談体制及び情報提供の充実 

・市有施設の耐震診断及び耐震化の推進 

 

 

（３）既存ストックの維持管理と有効活用                      

 

○施策の方向 

市有施設については年々老朽化が進んでおり、特に大規模で設備機器の比重が高い施設で修繕や

改修が必要となるものが急増することが予測されることから、必要な新増改築を厳選して進める一

方、既存施設の計画的な維持改修により、施設の延命化や更新時期の平準化を図り、より多くの市

民が施設を長く有効に活用できるように努めます。 

 

○主な施策 

・市有施設の維持保全計画策定指針の策定及び長寿命化に向けた維持管理の実施 

・市有施設の有効活用の推進 

 

 

（４）安全な水の安定供給                               

 

○施策の方向 

水道は、快適な市民生活や産業活動などに不可欠な社会資本であることから、安全な水の安定供

給を行います。 

 

○主な施策 

・老朽化施設と管路網の更新 

・災害に強い施設と管路網の整備 

・被災後の迅速な復旧体制の確立 

・組織、事務作業などの見直し 
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（５）下水道事業の健全経営と効率的な運営                      
 

○施策の方向 

公衆衛生の向上、生活環境の改善、公共用水域の水質保全を図るため未普及地域の整備を推進す

るとともに、資源循環型社会の形成に寄与するため下水道資源を有効活用します。また、施設の効

率的な維持管理を行うとともに、下水道事業の健全な経営を進めます。 

 

○主な施策 

・効率的な下水道整備事業の展開 

・災害に強い施設整備の推進 

・事業継続性強化のための適切な施設改築・更新事業の推進 

・下水道資源による循環型社会形成の促進 

・下水道経営計画に基づく事業経営基盤強化の推進 

 

 

（６）雨水対策事業の促進                            
 

○施策の方向 

近年、短時間に局所的に発生する集中豪雨により、特に市街地においては道路冠水や低い土地に

おける床上、床下浸水による被害が多発していることから、雨水対策事業の促進により浸水被害を

未然の防除し、市民生活の安全安心の向上に努めます。 

 

○主な施策 

・道路側溝等の検証と対策工事の実施 

・公共下水道事業（雨水）による幹線排水路の整備促進 

 

  

第４節 治水と市土の保全                       

 

（１）河川の整備                               

 

○施策の方向 

近年、地球温暖化の影響と思われる、これまでの想定を大きく越える記録的な集中豪雨が多発傾

向にあることから、洪水から市民の生命や財産を守り、社会基盤の安全を図るため、河川の整備を

促進します。また、施設の適正な維持管理により、持続的治水機能を確保し、良好な河川環境の保

全を図ります。 
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○主な施策 

・主要河川の改修促進 

・生態系や自然環境に配慮した河川整備の推進 

・市民協働による河川環境の維持・保全の推進 

 

 

（２）砂防施設等の整備                               

 

○施策の方向 

土石流や土砂崩れなどの土砂災害から市民の生命や財産を守るため、砂防等の防災施設の整備を

促進します。 

 

○主な施策 

・砂防施設、急傾斜地崩壊防止施設、地すべり防止施設の整備促進 

 

 

（３）海岸の整備                                 

 

○施策の方向 

冬季風浪などによる海岸の浸食を防ぎ、美しい浜辺を保全するため、自然との調和に配慮した海

岸保全施設の整備を推進するとともに、市民と協働で取り組んでいる維持管理体制をもとに、美し

い水辺環境づくりを促進します。 

 

○主な施策 

・海岸保全施設（堤防、護岸、砂浜等）の整備促進 

・市民協働による海岸美化活動の推進 
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第 1 章 

それぞれの地域の生活環境をより安全で安心なものにするために、一人ひとりの心がつながりあう確かな地域コミュニティを構築します 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第１節 互いに顔が見える地域 
 コミュニティづくり 

 
 
 
 
第２節 地域の防災・防犯力の強化 
 
 
 
 
 
 
第３節 消防・救急体制の強化 
 
 
 
 
第４節 環境の美化・保全活動の 

 推進 
 
 
 
第５節 資源循環型社会の形成 

 

（１）互助精神、コミュニティ意識の醸成                           
（２）身近な地域課題に住民自らが取り組 
   む仕組みづくり               
（３）住民自治組織の強化と地域活動の 

担い手の確保、リーダーの育成        
 

（１）防災基盤の強化                               
（２）地域防災力の確保                              
（３）自主防災活動への参加促進と活動の 

充実                     
（４）交通安全教育の推進                              
（５）地域の防犯体制の整備                            
 

（１）消防力の充実                                 
（２）新たな住宅防火対策の推進                           
（３）救命救急体制の整備                            
（４）消防団員の確保                                  
 

（１）地球環境保全対策の推進                              
（２）自然環境の保全                              
（３）地域の環境美化・保全                              
（４）環境教育の推進                                  
 

（１）資源循環型社会への転換                
（２）ごみ減量化・資源化の推進                            
（３）環境に配慮したエネルギーの活用                      
（４）地下水の保全・涵養と適正な利用                         
 

 

第１節 互いに顔が見える地域 
 コミュニティづくり 

 
 
 
 
第２節 地域の防災・防犯力の強化 
 
 
 
 
 
 
第３節 消防・救急体制の強化 
 
 
 
 
第４節 資源循環型社会の形成 
 
 
 
 
第５節 エネルギーの地産地消の推進 

 
 
 
 
第６節 環境の美化・保全活動の推進 

（１）互助精神、コミュニティ意識の醸成                           
（２）身近な地域課題に住民自らが取り組 
   む仕組みづくり               
（３）住民自治組織の強化と地域活動の 

担い手の確保、リーダーの育成        
 

（１）防災基盤の強化                               
（２）地域防災力の確保                              
（３）自主防災活動への参加促進と活動の 

充実                     
（４）交通安全教育の推進                              
（５）地域の防犯体制の整備                            
 

（１）消防力の充実                                 
（２）新たな住宅防火対策の推進                           
（３）救命救急体制の整備                             
（４）消防団員の確保               
 

（１）新たな廃棄物処理施設の整備    
（２）資源循環型社会への転換                            
（３）ごみ減量化・資源化の推進                      
（４）地下水の保全・涵養と適正な利用 
 
（１）再生可能エネルギーの導入拡大                            
（２）省エネルギーの推進                            
（３）多様な主体の参加と連携によるエネ                      
   ルギー関連施策の推進 
 
（１）地球環境保全対策の推進                              
（２）自然環境の保全                              
（３）地域の環境美化・保全                              
（４）環境教育の推進                                  
 
 
 

資料 ２ 

※下線部分は変更点 
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第２章 

一人ひとりがいきいきと健やかに暮らすことができる健康福祉社会を形成します 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

第１節 こころと体の健康増進 （１）すこやかに生み育てる環境の整備                       

（２）生活習慣病・がん予防と健康寿命の

延伸                  

（３）こころの健康づくりと自殺の予防                       

（４）市民との協働による健康づくり活動

の推進                   

（５）豊かな森林資源を生かした健康づく

りの推進                  

 

第２節 温かい福祉の地域づくり （１）市民と協働した見守り・支え合いの

仕組みづくり                  

（２）新たな福祉課題に対応できる総合的

支援体制の整備              

 

第３節 障害者の自立生活の実現 （１）障害者の相談支援体制の充実 

（２）障害者の地域生活支援の充実             

 

第４節 高齢者がいきいきとした地
域の実現 

（１）介護保険制度の適切な運営                          
（２）介護予防の充実                              
（３）地域で高齢者を支える地域包括ケア

体制の整備                  
（４）高齢者の社会参加の促進                          
 
 

第５節 健やかな子どもの育成 （１）子どもの健やかな成長の促進                       
（２）仕事と子育ての両立支援                          
 

第６節 医療の提供体制の充実 （１）荘内病院を中心とした地域医療連携
の推進と医療の機能分担          

（２）災害医療を含む救急医療体制の整備                     
 
（３）医師及び看護師などの医療従事者の

確保                              
（４）在宅患者及び家族に対するサポート

体制の充実                
 

第１節 少子化対策の推進と健やか
な子どもの育成 

（１）少子化対策の推進         
（２）子どもの健やかな成長の促進 
（３）仕事と子育ての両立支援 
 

第２節 こころと体の健康増進 （１）すこやかに生み育てる環境の整備                       
（２）生活習慣病・がん予防と健康寿命の

延伸                  
(３）こころの健康づくりと自殺の予防                       

（４）市民との協働による健康づくり活動
の推進                   

（５）豊かな森林資源を生かした健康づく
りの推進                  

 

第３節 温かい福祉の地域づくり （１）市民と協働した見守り・支え合いの
仕組みづくり           

（２）新たな福祉課題に対応できる総合的
支援体制の整備          

 

第４節 障害者の自立生活の実現 （１）障害者の相談支援体制の充実 
（２）障害者の地域生活支援の充実   
 

第５節 高齢者がいきいきとした地
域の実現 

（１）介護保険制度の適切な運営     
（２）介護予防の充実                              
（３）認知症支援策の充実        
（４）地域で高齢者を支える地域包括ケア

体制の整備                          
（５）高齢者の社会参加の促進 
                        
 

第６節 医療の提供体制の充実 （１）荘内病院を中心とした地域医療連携
の推進と医療の機能分担       

（２）災害医療・救急医療体制の整備と高
度医療への対応                     

（３）医師及び看護師などの医療従事者の
確保                              

（４）在宅患者及び家族に対する支援体制
の充実 
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第３章 

未来を担う子どもたちが、よりよい環境のもとでいきいきと育ち、それぞれの世代がともに学びあえる地域社会を創ります 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

第１節 学校教育の充実 （１）「知育」、「徳育」、「体育」のバランスの

とれた学校教育の推進         

（２）適正な教育環境整備                               

（３）高等学校教育の充実                              

 

第２節 高等教育機関の充実 （１）高等教育機関の充実と学術研究機能の

集積                   

 

第３節 地域のなかでの人づくり （１）生涯学習を通した人づくり、地域づく

り                      

（２）社会教育施設等の充実                          

（３）地域社会で子どもを育てる環境づくり                        

（４）豊かな自然のなかでの子どもの育成                        

（５）男女共同参画の推進                            

 

第４節 芸術の振興と文化資源の

保存継承 

（１）市民の芸術活動の環境の充実                           

（２）伝統文化の継承と文化資源の保存研究 

  

第５節 市民スポーツの振興 （１）市民の健康・生涯スポーツの場の形成                      

（２）地域の活力となる競技スポーツの振興                      

（３）充実したスポーツ施設の運営                          

 

第６節 都市交流の推進 （１）国内都市交流の推進                               

 

第７節 国際交流の推進 （１）「草の根国際交流」活動の推進                          

（２）国際都市交流の推進                

（３）多文化共生の推進 

 
 

第１節 学校教育の充実 （１）「知育」、「徳育」、「体育」のバランスの

とれた学校教育の推進         

（２）適正な教育環境整備                               

（３）高等学校教育の充実                              

 

第２節 高等教育機関の充実 （１）高等教育機関の充実と学術研究機能の

集積                   

 

第３節 地域のなかでの人づくり （１）生涯学習を通した人づくり、地域づく

り                      

（２）社会教育施設等の充実                              

（３）地域社会で子どもを育てる環境づくり                        

（４）豊かな自然のなかでの子どもの育成                        

（５）男女共同参画の推進                            

 

第４節 芸術の振興と文化資源の

保存継承 

（１）市民の芸術活動の環境の充実         

（２）伝統文化と文化資源の保存継承 

  

第５節 市民スポーツの振興 （１）市民の健康・生涯スポーツの場の形成                      

（２）地域の活力となる競技スポーツの振興                      

（３）充実したスポーツ施設の運営                          

 

第６節 都市交流の推進 （１）国内都市交流の推進                               

 

第７節 国際交流の推進 （１）多文化共生の推進          

（２）国際都市交流の推進                             
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４章 

恵まれた豊かな自然と風土を生かし、人と人の交流を図りながら、産地の「顔」づくりと安全で安心な食料づくりを進め、農林水産業をいきいきと発

展させます 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

第１節 持続的に発展する農業の

振興 

（１）農業の担い手の安定的な育成・確保                      

（２）地域の特性を生かした産地づくりと

多角化                  

（３）環境保全型農業の推進                            

（４）農業生産基盤と農山村の環境整備                         

 

第２節 森林資源の有効な保全と

活用 

（１）適正な森林経営と循環システムの構

築                     

（２）森林環境の保全                                   

（３）地域資源としての森林の利活用     

（４）森林バイオマスの利活用                               

 

第３節 安定した水産業の振興 （１）安定した漁業経営の推進                          

（２）漁業の担い手の確保                                 

 

第４節 農山漁村の地域づくりと

交流人口の拡大 

（１）多様な主体の参画による農山漁村づ

くり                      

（２）交流人口の拡大による地域の活性化                      

 

第５節 新たな技術・流通等に関す

る研究開発の推進 

（１）新たな生産加工技術・流通等に関す

る研究開発の推進             

 

  

第１節 持続的に発展する農業の

振興 

（１）農業の担い手の安定的な育成・確保                      

（２）地域の特性を生かした産地づくり   

                      

（３）環境保全型農業の推進                            

（４）農業生産基盤と農山村の環境整備                         

 

第２節 森林資源の有効な保全と

活用 

（１）適正な森林経営と循環システムの構 

築                     

（２）森林環境の保全                                   

（３）地域資源としての森林の利活用                            

（４）森林バイオマスの利活用                               

 

第３節 安定した水産業の振興 （１）安定した漁業経営の推進                          

（２）漁業の担い手の確保                                 

 

第４節 農山漁村の地域づくりと

交流人口の拡大 

（１）多様な主体の参画による農山漁村づ 

くり                      

（２）交流人口の拡大による地域の活性化                      

 

第５節 農林水産業の６次産業化

の促進 

（１）農林水産業の６次産業化の支援 

（２）新たな生産加工技術・流通等に関す 

る研究開発の推進             

（３）地産地消の推進 
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第５章 

地域に根ざす産業を守り育てるとともに、これからの時代をひらく新しい産業を振興し、それぞれの地域をいっそう元気にします 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

第１節 地域の強みを生かした地

力 ある産業の振興 

（１）競争力のある企業の集積                         

（２）伝統産業の再構築と地場産業の振興                      

 

 

 

 

第２節 まちの賑わいを創る産業

の 振興 

（１）地域に根ざした魅力ある個店・商店街

づくり                  

（２）多様な交流による中心商店街の活性化                    

（３）新たなニーズに対応したサービス産業

の振興                  

 

第３節 はたらく力と意欲を高め

る 人づくり 

（１）先進的な事業活動を支える人材の育成                     

（２）就業構造の変化に対応したキャリア形

成と就業機会の創出           

（３）若年層の職業意識・能力形成と地元就

職の促進                

 

第４節 鶴岡ならではの観光の振

興 

（１）多様な観光ニーズを踏まえた誘客の促

進                  

（２）温泉地や宿坊街の魅力の向上と賑わい

創出                    

（３）観光客受け入れ環境の充実                           

（４）観光推進組織の強化と人材の育成  

（５）特産品の育成と物産展の充実                          

 

  

第１節 雇用の促進とはたらく力

を高める人づくり 

（１）若年層の職業意識・能力形成と地元就

職の促進                     

（２）就業構造の変化に対応したキャリア形

成と就業機会の創出           

（３）先進的な事業活動を支える人材の育成                

 

第２節 地域の強みを生かした地

力ある産業の振興 

（１）競争力のある企業の集積                         

（２）伝統産業の再構築と地場産業の振興                      

 

 

 

 

第３節 まちの賑わいを創る産業

の振興 

（１）地域に根ざした魅力ある個店・商店街

づくり                  

（２）多様な交流による中心商店街の活性化                    

（３）新たなニーズに対応したサービス産業

の振興                  

 

第４節 鶴岡ならではの観光の振

興 

（１）多様な観光ニーズを踏まえた誘客の促

進                  

（２）温泉地や宿坊街の魅力の向上と賑わい

創出                    

（３）観光客受け入れ環境の充実                

（４）観光推進組織の強化と人材の育成  

（５）特産品の育成と物産展の充実                          

 

 



鶴岡市総合計画基本計画の体系 新旧対照表 
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第６章 

地域の生活や活動を支える基盤を整えるとともに、交通・情報ネットワークをさらに充実させて市域内外の交流を拡大します 

現基本計画 検討中の基本計画（案） 

第１節 快適な都市環境の形成 （１）快適な市街地と集落の基盤形成                           

（２）歴史や伝統・文化を大切にした誇り

の持てる地域づくり        

（３）地域の個性を生かした景観形成                         

（４）賑わいある中心市街地の形成                        

（５）多様で複合的な公園・緑地の整備                        

 

 

第２節 交流・連携の推進と基盤の  

整備 

（１）東北日本海沿岸地域等との連携と交

流の推進                 

（２）高速交通ネットワークの充実                         

（３）情報社会に対応した環境整備の推進                     

（４）幹線道路網の整備                             

（５）中心市街地における歩行回遊性の向

上                    

（６）道路利用者の視点にたった市道整備

と管理                

（７）公共交通ネットワークの確保                        

（８）港湾の利活用と魅力の創出                          

 

第３節 安全・安心な生活基盤の整

備 

（１）快適で安全・安心な住まいづくり                        

（２）住宅・建築物の耐震化の向上                          

（３）既存ストックの維持管理と有効活用                     

（４）安全な水の安定供給                              

（５）下水道事業の健全経営と効率的な運

営                     

 

 

第４節 治水と市土の保全 （１）河川の整備                        

（２）砂防施設等の整備                              

（３）海岸の整備  

 
  

第１節 快適な都市環境の形成 （１）快適な市街地と集落の基盤形成                           

（２）歴史や伝統・文化を大切にした誇り

の持てる地域づくり                

（３）地域の特性を生かした景観形成                         

（４）賑わいある中心市街地の形成                        

（５）多様で複合的な公園・緑地の整備 

・保全                        

 

第２節 交流・連携の推進と基盤の  

整備 

（１）東北日本海沿岸地域等との連携と交

流の推進                 

（２）高速交通ネットワークの充実                         

（３）情報社会に対応した環境整備の推進                     

（４）幹線道路網の整備                             

                   

                    
（５）道路利用者の視点にたった市道整備

と管理                

（６）公共交通ネットワークの確保                        

（７）港湾の利活用と魅力の創出                          

 

第３節 安全・安心な生活基盤の整

備 

（１）快適で安全・安心な住環境整備            

（２）住宅・建築物の耐震化の向上                          

（３）既存ストックの維持管理と有効活用   

（４）安全な水の安定供給                              

（５）下水道事業の健全経営と効率的な運

営                     

（６）雨水対策事業の促進 

 

第４節 治水と市土の保全 （１）河川の整備                                 

（２）砂防施設等の整備                              

（３）海岸の整備  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回各専門委員会での主な意見 
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第 1回企画専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.8.1 開催） 

（婚活） 

・婚活について、報告体制とか、戻ってきて今度はスタッフとして巻き込んでいける

ようなシステムを構築し、そろそろ結果を出していく必要がある。 

・若者の流出・定住という部分でも、鶴岡の魅力を伝えられる活動を「庄内コン」を

利用しながら継続していくのが私たちの力であると思う。 

・ある年齢になったときに結婚しなければいけないと思うような教育について、検討

すべきではないか。 

 

（少子化） 

・県では合計特殊出生率の目標を 1.8 と上げたが、鶴岡市でも明確に目標を決めてい

けば（少子化に対し）危機感を感じやすいのではないか。 

 

（子育て） 

・シングル（一人親）で子育てしている方について、特に男性のシングルへの支援が

極端に少ないとか、仕事と行事の両立が困難などの声を聞くが、そうした方々も安

心して暮らせる子育ての環境整備をお願いしたい。 

・老人福祉などの補助がいろいろある中、若者支援は非常に少なく、もっと子供を産

んでも豊かに育てられる環境整備をお願いしたい。 

 

（要援護者） 

・市町村に要援護者名簿作成を義務付けられることになるが、行政がすべてやるのは

難しく、町内会や民生委員からの協力が不可欠と思われることから、その辺の対応

について留意する必要がある。 

・災害時の高齢者や障害者の避難対策についての支援強化を基本計画の中でも位置付

けるべき。 

 

（健康） 

・健康福祉社会を目指すということなら、死亡率をなんとかもっと下げるというあら

ゆる努力をしなければいけないのではないかと思う。（がんの検診率 100%を目指す、

受動喫煙の防止、など） 

 

（認知症） 

・認知症でも地域で安心して暮らせる社会づくりが必要で、県立こころの医療センタ

ーができるわけなので、そういうものをうまく活用して、認知症の対応をしていく

ことを鶴岡市としては考えるべき。 
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（生活保護） 

・県内の全体の生活保護率は低いが、鶴岡市は高い。保護率を下げようということで

はないが、生活保護に入っていく前に就労支援、学習支援、家計の支援などを考え

ていくべき。 

 

（文化会館） 

・文化会館も学術文化都市と森林文化都市をドッキングすればもっと違った展開が出

てくるのではないか。 

 

（アマゾン民族館） 

・アマゾン資料館について、もう維持できなくなったからやめるという形ではなく、

鶴岡市がこれだけ支援してきたという部分を輝かして、次に受け渡していくという

ような、有終の美の飾らせ方を文化の街として考えられないか。 

 

（共生） 

・震災以降、大きな価値観の変化があったと思うが、教育関連では共生、繋がり、や

さしさといった側面が、子ども達がいろんな体験を通して大きく感じたし、きっと

これからの生きていく上でも大きな精神性の変化をもたらすものだと感じている。 

 

（ユニバーサルデザイン） 

・学校での特別支援や高齢者、外国人、若者などいろんな方々に対するユニバーサル

デザイン化という、やさしく住みやすい地域づくりの視点が大切ではないか。 

 

（森林文化都市） 

・「森林都市宣言」でいろいろすばらしい芽が出ているが、まだ分かりやすい形で具現

化されていないので、そこを少しテコ入れするだけでも分かりやすくなる。 

 

（中山間地域） 

・農家のお母さんたちが自分で収穫した野菜や山菜等を産直などで販売し、収入を得

ることに喜びを見い出し、6次産業化などにも目を向けている。認定農業者や大規模

農家への支援だけでなく、豪雪地帯（中山間）に住む農家にも光が当たる施策をお

願いしたい。 

 

（食文化） 

・ユネスコの食文化創造都市の登録をぜひ早期に実現して欲しい。 

 

（雇用） 

・ルネサスの工場閉鎖で 1000 人いなくなるという話もあるが、人口減少をここで食い

止めないと鶴岡の未来はなく、雇用を最優先に確保していただきたい。 
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・大きな雇用確保をするためには未来を見据えていかなければいけない。工業団地を

作って企業誘致してきた作業はもう終わりで、これからは「スパイバー」を代表と

するような若い社長など、これからの産業を背負えるような人材が重要である。 

・例えば市内の温泉を利用した冬でも農業ができるような仕組みとか、民間で難しい

ような分野での雇用創出を行政で検討できないか。 

・ただ物を作ればいいのではなく、売り方や情報発信力でも雇用が生まれると思われ

るので、東京などいろいろな所の人たちに鶴岡のサポーターになって欲しい。 

・バブル崩壊以降、建設関係業者が非常に少なくなっており、災害があった際の対応

の遅れを実感している。建設・土木関係の復活に力を入れ、公共事業が継続的に行

われるなど、建設・土木業で人が働けるような環境を是非作って欲しい。 

 

（企業誘致） 

・民間と高専の先生や大学の先生が一緒になって産業を起こそうというのはなかなか

難しいので、市として「こんな補助金がある」とか、こういう補助金を持ってこう

いう産業にしたいというようなものを積極的に打ち出し、誘致していただきたい。 

・中国に出て行った会社について、鶴岡に戻ってこれるような補助金を用意するなど、

雇用確保のためのいろんな施策を講じるべき。 

 

（産業振興） 

・先人、先輩達はその時代に合ったものを作ってきたからこそ残ってきた。未来を拓

いていくためには、今の時代に合ったものをやっていかなければいけない。鶴岡に

ないものは積極的に他から引っ張ってくるしかない。 

・市が元気になろうとすると、企業が元気でないと、人も集まらず、経済も回らない

ので、鶴岡の企業をいかに元気にしていくかを具体的に考えることが重要。 

・日本でこれから起こっていくイノベーション（内閣府総合科学技術会議「科学技術

イノベーション戦略」参照）の中に鶴岡に関係するものも多くあると思われるので、

高等教育機関などと連携し、新しい産業、企業の育成を具体的にやってほしい。 

・「食と農」に「観光」や「健康になる」といったキーワードなどのステップアップを

加えながら、鶴岡の誇りに思えるところをブランディングしていくといい。 

・一番困るのは人がいなくなることだろう。流入人口の受入体制について、朝日町や

高畠町では定着率を上げる取組みもあり、流出人口を少なくし、隙間産業にしかな

り得ないかもしれないが、いろいろな文化に係わる部分を広げていって欲しい。 

 

（観光） 

・観光大使についても個々の動きはあるようだが、連携の仕方を工夫することで、よ

り有効な活用が図られるのではないか。 
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（基盤整備） 

・例えば浅く幅の狭い側溝が張り巡らされていて、ちょっとした雨でもすぐ溢れるこ

とがあるので、流雪溝にもなるような側溝を作るとか、道路幅が狭いとすれば電柱

と電信柱を一本化するなどの工夫も考えられるのではないか。 

 

（若者育成） 

・次世代の育成や伝統文化の継承など、若い人たちの姿が見えるような仕組みとして

のネットワーキングを進めていただきたい。 

 

（市民の力の発揮） 

・計画の具現化についてそれを誰が担って、どのように行動に移していくかというと

きに、やはり市民の力の発揮、市民の力を活かすことでいろんなことができるので

はないか。小さく出ている芽を上手に拾っていけばいい。 

 

（計画策定） 

・現実施計画に鶴岡市の輝く一面が随所にちりばめられているので、市民の力を活か

し、小さく出ている芽を上手に拾っていけばいいのではないか。 

・各分野の取組みが、分野横断的連携や人的ネットワーク、外部との連携などで、よ

り大きく市民各位の誇りに繋がるような仕組みづくりが必要ではないか。 

・専門委員会で具体的提案がされているので、まとめるときに具体的なものがないと

全体が見えてこないので、具体的なところを拾い上げて欲しい。 

 

（その他） 

・総合計画審議会・専門委員会での意見を分野を越えてテーマ、ポイントごとに、で

きるだけ具体的なことを失わないようにＫＪ法で整理し、より少ない項目にまとめて

欲しい。 
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第 1回市民生活専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.22 開催） 

（コミュニティ） 

・若者と隣組に背を向けては、地域の活性化はなく、地域住民からもそうした意識を

持ってもらうことが大切ではないか。 

・若者世帯が隣組の会費を納入しないという課題がある。 

・アパート世帯をはじめ住民の地域への帰属意識が向上することで、防犯など多方面

においてプラスになると思う。 

・働き盛りの方々が生涯学習などに参加することで、退職後、まちに帰ってきやすく

なるという面もあり、そうした推進も必要ではないか。 

 

（コミセン化関連） 

・地区公民館のコミセン化は、財政的な面では良いことかもしれないが、実際は温度

差があり、制度等に問題があるのではないか。 

・これまでの区長は、市長から辞令を受け、地域のために公益の精神でがんばってき

た。地域における区長会組織体制を壊さないように、地域コミュニティーセンター

構想における体制作りをお願いしたい。 

・総合交付金化については、うまくいっているところ、うまくいっていないところの

話しを伺いながら、対応していけばいいのではないか。 

・区長になりたいと志願できるように、報酬も含め魅力的な位置付けがあれば人不足

も解決すると思われるので対応をお願いしたい。 

 

（防災・防犯対策） 

・消防団と集落の自主防災等が一つになって総合訓練の実施をしていただきたい。 

・それぞれの地域で、それぞれの地域に合った防災対策、防災訓練を考えて訓練を重

ねていき、災害に対応していくべき。 

・学区ごとに防災資機材を共有する場合、そこに重点的に防災グッズを設置していく

ためにも、学区ごとに自主防災組織を作り、消防と連携していくことがいいと思わ

れる。 

・防災協定先については、交通網を念頭に置いた放射線状の地域と結び、お互いに助

け合うことが必要。 

・地域の防災・防犯力の強化について、子どもへの様々な交通安全指導が交通事故の

半減につながっているように、小中学生に対し善悪・規範の教育を推進することが

効果的ではないか。 

・防災無線について、感度が良くないのだが、改善の計画はあるか。改善されること

を期待する。 
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（消防関連） 

・消火ホースの老朽化が進み、破れて使えないものもあるのに、予算がなく更新でき

ない状況にある。 

・消防団ＯＢだけでは消防協力隊の体制が作れないので、定年になった人達や青年が

やりたいと声をあげてくれた場合は、それを認めていただくような体制を作ってい

ただきたい。 

 

（救急体制） 

・山形市で救急車が来ず大学生が死亡するということがあったが、本市の救急体制は

大丈夫か不安である。 

 

（災害対応関連） 

・避難場所の選定について、現在の鼠ヶ関はほとんどが浸水区域で、高所への移動は

時間がかかったり、危険箇所を通らなければならない、あるいは高齢者には負担が

大きいなどの課題がある。 

・鼠ヶ関に高速道路のインターが出来た場合、インターの場所に避難場所を作ってい

ただきたい。 

・大雨の際の土嚢の置き場所が事前にわかれば自分たちで対応できる部分もあるので

はないか。 

 

（中山間対策） 

・「いろどり」という映画では山間部でも仕事や収入があればそこに Uターンしてきた

り、十分住めるということを表している。中山間地の重点課題として、経済的な仕

事対策を重点的に先行してほしい。 

 

（高齢者支援） 

・高齢者の視点に立った避難拠点、避難訓練、熱中症対策が必要。 

・山村集落では交通手段がないため高齢になっても免許を返納できないという実態が

あり、交通網の整備や買物用の車が行くなどの対応が必要である。 

 

（空き家対策） 

・空き家にキツネやタヌキが住んでいるとの情報があるので、地域の美化・環境保全

について指導いただきたい。 

・空き家を借りたいという人がいても家主の方の持ち物があって住みたくないと断ら

れる場合があるが、家主の方へどのように見ていただいているのか教えてほしい。 

 

（ごみ対策） 

・ごみ対策推進員は、高齢者ではなく若手がやるという方向性を作っていってはどう

か。 
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（漂着物対策） 

・海岸に漂着した萱類・海藻類の処分について対応をしてほしい。 

 

（エネルギー関連） 

・ごみ資源の関係で、樹木関係のものを効果をシュミレーションしながら、燃料化し

てはどうか。 

・鶴岡の多様な資源を生かしてエネルギーを作り出す「創エネ」という視点で様々な

施策を考えることが必要で、それはそのまま省エネにつながる。 

・薪ストーブの導入促進について、本市は森林の多い地域であり、エネルギー利用の

面からも熱利用は効率的であり、これからも積極的に進めていただきたい。 

 

（市職員の活用） 

・鶴岡市の地区担当職員の配置は非常に良い施策であるが、市役所職員ＯＢの活用に

ついても多方面で行っていってはどうか。 
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第 1回健康福祉専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.24 開催） 

（健診関係） 

・妊婦健診をまったく受診せず、墜落分娩等で荘内病院に救急搬送される例もあるが、

どうして受診しないのか調査等が必要ではないか。 

・がんの受診率というのは 30％、２人に１人ががんにかかって、３人に１人はがんで

死亡している。健康管理センターでも年間約 12、3 万人の人ががん検診を受けてい

るが、その内 100 数十名のがん患者が見つかっている。がん対策は早期発見・早期

治療しかなく、受診率 100％を目指して頑張ってほしい。 

 

（予防接種） 

・肺炎球菌ワクチンについて、鶴岡市では75歳以上が無料になるよう助成しているが、

その実績はどうなっているか。75 歳以上の人は是非受けた方がいいと思っている。 

 

（受動喫煙） 

・受動喫煙対策として、飲食店等でも灰皿を置かないなどの対策をとることはできな

いか。 

 

（高齢者関連） 

・高齢者が増加する中、その人たちにどう対応するかではなく、その人たちからいか

に頑張ってもらうか、高齢者の活用を図ることが必要である。 

 

（認知症対策等） 

・「認知症疾患医療センター」が山形市と酒田の日本海病院にあるが、26 年開設予定の

「県立こころの医療センター」にもそうしたものが入るのか。鶴岡にもそうした施

設ができることを要望する。 

・障害者や介護を受けている方、認知症の方の命を守る相談体制の確立し、事件・事

故を防いでいくことは、行政の大きな役割ではないか。 

 

（関係機関との連携） 

・「県立こころの医療センター」との連携強化について、鶴岡市としてそれをうまく活

用していくべき。また、現在の慢性系の患者の受け皿について、行政だけでなく民

間に働きかけをするなどの方法も必要である。 

 

（福祉避難所） 

・高齢者や障害者などに配慮した福祉避難所の設置を是非早めにやってもらいたい。 
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（生活保護関連） 

・生活困窮者の自立支援法が秋の臨時国会に再提出されるようだが、実施主体は公共

団体だが、ＮＰＯ法人や社会福祉法人、社協に委託することもできる制度のような

ので、是非とも、鶴岡市でもこの法律、制度にのっとり進めて欲しい。 

・若者支援について、今、稼働年齢の生活保護者が増えており、その背景には高校生

の不登校などへの対応不足がある。高校を退学し、引きこもり、地域でも恐い存在

になったり、生活保護にもつながるので、もう少し高校以上の子どもたちを支援す

る機関があるといい。 

 

（民生委員関連） 

・民生委員のなり手がいないという問題について、やはり役割が過重であることから、

内容を見直したり、もう少し市からの援助が必要と思われる。また、依頼の際の説

明も、もう少し丁寧にする必要がある。 

・福祉協力員と民生委員が協力しながら福祉に係わっている成功例もあり、そうした

事例を細かく地域に入って調査し、成功例を披露してはどうか。 

・コミュニティソーシャルワーカーとか、福祉リーダーという民生児童委員を補佐す

るような方が必要である。 

・一人暮らしの方などに、声かけする人を確保することが必要で、地域包括支援セン

ターも年々増えてきているが、民生児童委員や行政などとの連携が深まるといい。 

 

（地域福祉リーダー） 

・地域福祉リーダーの養成とその人たちをどのように生かしていけるかが重要である。

また、人が変わっても切れ目なく続いていけるようすることも必要。 

 

（ボランティア） 

・ボランティアをしたい人の活用（例えば病院を退職した看護師の人など）が図られ

る取組みを検討してほしい。 

 

（子育て環境） 

・在宅保育が少なくなっているが、家で一生懸命子どもを養育している方もおり、そ

うした方への支援にも力を入れてもらいたい。 

・「幼保一元化」について、認定子ども園はあまり評判が良くなく進んでいないようだ

が、市として認定子ども園にどう対応するのか。 

 

（職場環境） 

・がんと診断された後に、仕事をリストラ、辞めざるを得なくなったような人につい

て、鶴岡市の実態はどうか。山大でそうした研究調査をしており、何らかの対策が

取れるのではないか。 
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・子育てしやすい環境の整備ということで、妊娠しても仕事をやめなくてもいいよう

にして欲しい。 

 

（医師確保） 

・荘内病院と比較し、日本海病院の評判がいいようだが、その差はドクターの数だと

思う。看護師の７対１はできたが、医師の確保充実をお願いしたい。 

 

（休日診療） 

・休日診療所の対応について、医師によって子どもは受診できない場合があり、やは

り子どもが行った場合でも診ていただけるのが本筋の休日診療所のやり方ではない

か。現状として対応が難しいとしたら、より詳細な情報提供をして欲しい。 

 

（総合計画関連） 

・総合計画の策定に当たり、地域の問題というのは中心地やそれ以外の所など、元々

の状況が違っているので、それぞれの状況に合わすという面があってもいいのでは

ないか。 
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第 1回教育文化専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.11 開催） 

（発達障害） 

・発達障害児童・生徒数について、特に支援を必要とする子どもたちの割合が全国の

値と比べてかなり高いがその理由として、先生達が注意深く見ており、専門家チー

ムがリストアップしていること、また、鶴岡市の場合は支援員の配置が非常に手厚

い事が背景にあると思う。 

・発達障害児童・生徒の支援方法については、支援員の手厚い配置や研修体制などに

ついても広く考えていく必要があり、限られた予算の中でどのようにやっていくか

というのは大きな課題である。 

・特別支援コーディネーター研修に参加した先生方が、学校の中で一般の教員に広め

ていくということが忙しさもあり難しい状況がある。担任の先生にいかに浸透させ

ていくか、その手立てが大事である。 

 

（学校統合再編） 

・学校の統廃合は、住民の意見を汲みながら進めていくことが、しこりを残さない大

事なステップだと感じている。 

 

（社会教育） 

・子どもたちの自然体験が年々減少している。市内の施設で一番活用されているのは

県の金峰少年自然の家ではないかと思われ、県と市との連携を推進すべき。 
・中央公民館とコミュニティセンターの関係について、全ての施設で第三日曜日が休

館日で、その日はどこも使えないという状況は考慮すべきではないか。 

 

（スポーツ） 

・「里山歩き」などスポーツと健康課の生活習慣病改善の取組みとの連携はいいと思

う。 

・スポーツクラブが増えたが、助成金がなければ運営が成り立たない状態になってお

り、その対策が必要である。 

・スポーツクラブの中に子どもを対象としたコースがとても少ないと感じているが、

子どものスポーツに触れ合う機会を増やすことはできないか。 

・雪国出身なのに一度もスキーをしたことがないという子どももいるので、朝暘第六

小学校のようにどの子どももスキー体験ができるチャンスがあるといい。 
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第 1回農林水産専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.22 開催） 

（農業の振興） 

・耕作放棄地や高齢化の解消が問題であると考えている。 

・（現在の施策は）認定農業者など、先進的な農業者を育てようというところが強いが、

そういった集団にも入れない小さな農家の人たちが一生懸命に頑張っているので、

末端までスローガンが行き届いて、みんなで頑張ろうという気持ちにさせる取組み

をしてほしい。 

・大規模経営にしてコストを削減して利益を上げていくことをめざしていることと、

地域コミュニティを維持するために農業従事者が必要であるにもかかわらず、駆逐

するような政策というのは相反していると思う。 

・兼業農家の方々が地域の環境保全に対して重要な役割を果たしている。大小にかか

わらず農業の多面的機能を維持、果たしている農家に対しては補助制度を手厚くす

るのも一つの方策ではないか。 

・施策全体が対処療法的なことが否めない。認識すべきは、これまでの施策の延長線

上に現在があり、その現在が決してうまくいってはいないというのが現状である。

同じように対処療法を続けても、延命策にしかならないのではないか。 

・現在の施策は弱体経営を救済することに集中しているが、それだけでは次代を担う

経営者は生まれてこないと思う。 

・経営や戦略は個人に属するものだが、行政として戦略経営体が発生する状況を作る

ことはできる。 

・担い手の育成は、数だけでなく質も重要。集落営農にしても、経営･販売戦略を持ち、

マーケティングを行い、企業的経営にまで発展するのは困難なようだ。 

・農業のより高度な産業化のためには、「コスト低減」「単価向上」「多角収益源の確保」

に簡略化できる。コスト低減は、総投入コストを減らすことと、投入コスト当たり

のアウトプット量を増やすものがあるが、施策で行われているのは殆ど前者だ。単

価向上については実質行われていない。 

・単価向上のためには「著しく高品質（超糖度･特殊栽培など）」「情報」「安全性」が

挙げられる。鶴岡市は「安全性」については認証という、使い方によっては大きな

武器になるものを持っており、これが地元自治体が実施しているという有利性は本

来、他から見るとどこもうらやむような条件なので「情報」と合わせて有効利用さ

れることを望む。 

・「わら」に資源力を感じる。宮城県のわらが原発事故で出荷停止された事例もあるし、

日本海側にはニーズがあるはずだ。 

・鶴岡ブランドを高めるためにはストーリー性があれば印象深い。兵庫県豊岡市の「こ

うのとり育むお米」に対抗した「白鳥を育むまち･鶴岡」など、内外で楽しめるアイ

ディアを。（ラムサール条約湿地の大山上池･下池は国内屈指のコハクチョウの飛来

地。） 
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（森林活用） 

・林業の場合、規模的に零細で生業としてやっていこうというようなことに到底届か

ないような方が多いが、ようやく近年エネルギー利用というものが大きく注目され、

新たなチャンスが出てきているので、林業所得を高めていくかということに重きを

置いてほしい。 

・資源の循環利用という位置付けであれば、伐採したらなるべく造林をしていかない

と森林の環境保全という面から考えてもバランスのいい状態ではないので、ここに

「更新」という言葉を入れていくべきだ。 

・畜産の拡大が困難な状況であり、環境保全型農業に必要な堆肥の確保が難しくなる

ことが予想されるが、林業資源の堆肥活用などにより農林水を循環させることもで

きるのではないか。 

 

（海づくり） 

・「全国豊かな海づくり大会」の招致にもつながるが、農と林がどう水産をサポートで

きるかを考えてもいいのではないか。 

 

（地域資源の活用） 

・国の政策のとおり色々なことを実施して成功した事例は少ない。地域の中で資源を

どう生かし、そこから生まれた富を地域の中でどのように再分配していくかという

ような方策を、一つ前段で考えるべきではないかと思う。 

・自然エネルギーを全部やり、共通の経済圏を構築して有機的にネットワークでつな

げていくと次の時代の日本を描ける可能性がある。 

 

（農・林・水産業の連携） 

・柿栽培にかき殻石灰が使われているように、林業からでる不要物から堆肥や土壌改

良剤をつくり、農・林・水を循環させるということができるのではないか。 

・かき殻などのカルシウム成分が供給できれば、農業部門にとっても有益。 

・間伐材を活用した堆肥や炭素化しての土壌改良剤としての可能性もある。（育苗用土

や土壌改良剤に、さとうきびやヤシの実などの輸入資材が使われている。） 

・せっかく農林水産業が一緒になっている地域なので、お互い相互連携できるものを

計画の中に組み込んでいけないか。そういった叩き台が出てくると、今いるそれぞ

れの人の意見から何か組み立てられるのではないかと思う。 

 

（地域経済） 

・今は競争にさらされていて地域が疲弊しているという実態もあるので、できれば藩

政時代の地域経済のまわり方に戻るくらい、地域の住民がうまく経済を循環させる

ような方策を担うべきではないか。 
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（食） 

・今生活費調査などをすると、家計費の中でパンが米を追い越している。食育の項目

を１つ足していただければと思う。 

・広い鶴岡なのでメリハリは出しにくいと思うが、今、食が注目されている鶴岡なの

で、食育という事を据えていろいろなことを考えていけるようなら鶴岡らしいので

はないかと思う。このままだとどこも一緒なのでもう少し鶴岡らしさを突き詰めて

いく必要があると思う。 

・「農林水産」と「食」が融合する文化を大切にしてきた鶴岡らしさを表すようなほっ

こりしたプランを望む。 

 

（計画策定） 

・この計画は模範的な行政の施策だと思うが、日本全体で同じようなことをやってい

ては地盤沈下していくだけだ。 

・鶴岡は資源という意味でとても恵まれていると思うので、日本という中の鶴岡とい

う地域からどういうものが発信できるかというぐらいのプランをつくってやってい

けは日本のトップリーダーになれるし、地盤の隆起につながる。 
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第 1回商工観光専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.22 開催） 

（産業振興） 

・地産地消の製造業版というか、地元の企業がアイデアを出し、地元の製造業が製造

するといった事例があった。このようなことを行政的にも応援していけるのではな

いか。 

・商工会議所も色々な取組みを行っているが、全体的に結果がなかなか出ないのが現

状である。企業立地についても、行政側でどのような条件を出すかにかかっている

と感じる。 

・地元で色々な特産品をつくっても、例えば柿ジュースは３年くらいかかって作られ

たものと聞いているが、お客様があまり知らないのが実情。お客様に対してのＰＲ

の仕方を今後どのようにしたらいいのか考えていきたい。 

・東北経済産業局では、職員がチームとなって各県を担当し、地域とのネットワーク

を築いている「地域サポーター」という体制があるので、この制度を活用してはど

うか。 

・国の 24 年度補正予算や、25 年度当初予算の中に、これまでなかなか縁のなかったよ

うな施策が非常に多く用意されており、この活用を地域の中で進めていただきなが

ら、地域の発展を考えていければと思う。 

・企業誘致については、東北では宮城県を中心にした自動車産業の動きは非常に活発

に動いているが、それ以外のところは難しい状況。地道な努力しかないという感じ。 

・新たな産業の創造という意味では、慶應の先端研究所が鶴岡にはあるので、今後も

「スパイバー」に続くような企業が、さらに続くよう期待している。 

・進出企業の方と常に密接なパイプラインを作って、企業の声に地域としてもなるべ

く事業活動しやすいようにやっていくという姿勢を見せるというのも１つの方法。 

・地域の中堅企業は地域経済にとって非常に重要。鶴岡市独自の施策である「ものづ

くり補助金」は、企業の新商品・新技術の開発にとって大事である。 

・競争力ある企業の集積：バイオのみならず第二、第三の産業創成に向けて医工連携、

材料、地域食材、ＩＴ分野などの技術開発と産業創成をより活発化させる施策が必

要。 

・伝統産業の再構築と地場産業の振興：政府の科学技術イノベーション総合戦略にも

あるが、農商工連携の拡大が重要と考えられる。アグリインフォマティクス技術の

技術開発を積極的に進めるべきである。 

・Kibiso ブランド化がうまく進んでいるように見受けられる。今後の拡大戦略が重要。 

 

（商店街） 

・商店街振興は個店対策がいいのか商店街全体の事業計画がいいのか、お互いのバラ

ンスがあることであるが、グランドデザインが見えてこないところが今問題。 

・ＴＭＯの域内周知度はどの程度か？市民への周知は十分か？ＨＰアクセスなどの分

析を活用すると良いのでは。 
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・地元経営の店の明確な支援。庄内藩藩札のより有効な活用などのほか、個性のある

店や地域の特性を持つ店だけではなく、同じような品物でも量販店より商店街の店

で買うことが地域の活気づくりにつながるという意識を広める。 

・意欲ある若者の創業支援。創業セミナーの開催などにとどまらず、事業の廃業を考

えている店舗に新たなテナントを入れるための改修費支援制度などの仕組みづくり。 

・消費者や各種団体と連携した商店街を舞台としたイベント。商店街単独では限界が

あり、消費者や各種団体が商店街を舞台に行う活動を支援する。 

・商店街通りは店舗以外を規制、一階部分は店舗に限定するなど土地利用規制の制度

化。 

 

（雇用） 

・高専、高校の地元企業でのインターンシップを増やしていく施策が必要。企業への

補助金、企業への交通手段の確保など。 

 

（観光振興全般） 

・鶴岡市をどのような観光地にしたいのか、言葉ではなく形として、青写真みたいな

感じで誰でも分かるようなものがあったら非常に良い。 

 

（観光メニューの充実） 

・地域内、県内からの集客も重要。家族や友人と気軽に宿泊できる工夫が集客数増加

につながるのでは。 

 

（人材育成・活用） 

・古い人は古きよき温泉地を思い描いているが、あつみ温泉では町ぐるみで、住民や

旅館を巻き込んで変わっていこうというのがテーマとなっている。観光に最も大切

なものは人づくりであると感じている。 

・鶴岡市は食や文化が売りの市であるが、子どもの数が減る中でそういうことを小さ

い頃から受け継いでいってくれる人材を、どのように育成するかが課題。 

・外国人観光客に学生ガイドのアルバイトを活用してはどうか。 

 

（観光資源） 

・六十里越街道は世界遺産よりも良い、隠れた鶴岡市の資産である。市全体からもっ

と大事に、誇りにしてもらい、100 年間続く観光資源として磨いてもらいたい。 

・グリーンツーリズムはこれから拡大する分野だと考えられる。例えば毎年５月には、

酒田市の飛島に探鳥の為、島内の旅館が満員になる程の客が主として関東から訪れ

る。鶴岡の自然をフューチャーした集客は十分可能。 

 

 

 



 17

（藤沢周平記念館） 

・（旅館を営むものとして）藤沢周平記念館が月曜日ではなく、水曜日休館になったの

は大変ありがたく、お客様からも好評をいただいている。 

 

（交通） 

・観光客向けの格安便利な交通手段は重要。 

 

（他団体・民間の取組み） 

・商工会議所女性会「おもてなし事業」ではお昼を食べるところや、駐車場の案内等

うまく説明できないところがあり、今後の課題と考えている。 

・商工会議所女性会の「おもてなし事業」を活用し、観光客への案内を一部の地域で

終わらせず、周辺商店街にも足を運んでもらうような仕組みづくりを商工会議所、

観光連盟と市に期待。 

・市管轄の観光施設の優待券等の情報を、必ずお客様にお声掛けしている。そうする

ことでお客様の心を動かしているのではないか。こういった小さなことの積み上げ

がとても大事であると思う。 

 

（新産業会館） 

・新産業会館建設は 50 年に１度の大プロジェクト。既に決定したと聞いている民間の

お土産屋、レストランに加え、「観光情報の発信や物産の紹介・販売機能」といった

観点から、観光協会の事業とのマッチングができるのかどうか、よく考えていただ

きたい。 

・駐車場の台数、１台の停める幅、バスの駐車スペース、宅配業者の搬入口・搬出口

等、専門家の意見を聞いて進めてほしい。 
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第 1回社会基盤専門委員会での主な意見 

（Ｈ25.7.29 開催） 

（景観） 

・住民から見た景観と、外から来た人が見る景観、それぞれの側からの意見等を加味

したまちづくりを行わなければならない。一貫した観点でまちづくりの理念を持つ

ことが面白いまちづくりにつながる。 

 

（市街地） 

・「歩いて暮らせるまち」というスローガンはいいが、現実的に難しい。自転車の利活

用について触れるべきである。 

 

（空き家） 

・高齢者世帯が高齢者住宅に入居した場合、空き家が増加することになる。その空き

家を担保として施設に入る（リバース・モーゲージ）、といったことを銀行等で行っ

ているところがあるが、市としても何かできるのではないか。 

・人口減少により、現在約 2,300 棟ある空き家が今後 27 年間で１万棟の空き家が出る

のではないかと脅威に感じている。これからは今までと全然違う次元で変化が起き

ると思うし、相続など問題がますます複雑化していると感じる。空き家問題は今後

５年間で中心的な課題として取り組むべきである。 

・鶴岡市が研究し、データをランド・バンクにフィードバックしていただき、委員会

等で話し合っていければと考えている。 

・20 代・30 代で結婚し新しい世帯ができたとき、３世代同居が難しくても、同じ地区

に住みたい方はいるので、空き家を活用する方法としてつるおかランド・バンクを

郊外地区へも展開していってはどうか。 

 

（公園・緑地） 

・公園や緑地整備について、今後ボランティア等を増やしてはどうか。 

 

（高速交通） 

・あつみ温泉ＩＣ開通は非常に喜ばしいことであるが、（最終的に）新潟との早期全線

開通を目指しているという共通認識は変わらない。引き続きお願いしていきたい。 

・月山道の高速道路の見通しについてはどうなっているのか。高速道路は繋がらない

と効果は半減するといわれているので、引き続き要望していただきたい。 

・高速交通網、特に空港について、東京の便数を増やすのは勿論であるが、国際チャ

ーター便を今後増やしていくべきである。そのためには現在の庄内空港の 2,000ｍの

滑走路では狭すぎる。2,500～3,000ｍは必要である。しっかり要望していくべきで

ある。 
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・日沿道について、アクセス道路や利便性の問題、あつみＩＣの構造等は地元でない

と中々目が届かないところがあるので、地元の意見をしっかり吸収していただきた

い。 

 

（下水道） 

・鶴岡市ではまだ浄化槽の地域がある。最近の豪雨でそういった地域の道路側溝に水

が溢れ、浄化槽から排出される水が逆流し、空気が押し戻され便器の蓋が動くとい

った現象が何カ所かで起こったと聞いている。浄化槽から公共下水道になる計画は

どうなっているのか。 

 

（港湾） 

・加茂港の整備や津波対策をすると海の景観を損なうのではないか。 

 

（災害に強いインフラ） 

・今回の集中豪雨で土砂崩れや橋の損壊など各地に被害が出ているようだが、復旧や

今後の整備に際しても、将来を見据えて取り組んでいただきたい。 

 

（高齢化の視点） 

・基本的な軸、全体的な問題点である「高齢化」「人命確保」というキーワードで、除

雪や排雪の問題、老人が住みやすい住居の問題（高度規制）、老人の一人住まい世帯

を掌握するシステムの構築（情報システムの活用）、福祉バス等の諸問題を考える必

要がある。 

・山間地域が限界集落化しているため、環境保全の力も衰えている。また避難等の問

題についても理念を持って対応しなければならない。 

 

（地域特性） 

・合併したことによって、旧６市町村が平均化しては問題である。地域の特性を生か

した、魅力的な個性を持ったまちづくりをしていかなければならない。 

 

（総合計画関連） 

・資料５の主な施策の①や②に、タイトルをつけた方がわかりやすい。 

・評価調書の評価の記載について、「なぜそうなったか」という理由を加え、市民の方々

が考えやすいような記述にしたほうがいいのではないか。 

 

（市民の意見反映） 

・市外から来た人の中には雪で大変な思いをしている人もいる。そのような人達の声

を聴き、意見や思いを施策に組み込んで計画を進めていってはどうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回各専門委員会での主な意見 
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第２回企画専門委員会での主な意見 

（H25.11.27 開催） 

 
（人口減少） 

・自治組織での一番の悩みは少子高齢化、人口減であり、収入の減、活動の停滞など

の支障も出ている。 
 
（防災対策） 

・防災基盤の強化がまだ不十分であり、情報網の整備など具体性の見える計画をお願

いしたい。 
 
（コミュニティ） 

・高齢化の進展の中で、歩いて生活できる範囲でのコミュニティの存在感というのは

非常に大きく、顔見知り、人見知り、恋見知りというような形で繋がっていく、そ

ういう人との繋がり方というのをもう少し明るく作って欲しい。 
 
（婚活） 

・加茂水族館のクラゲを利用しての婚活や、まちキネを利用しての婚活などはできな

いか。 

・人口を増やすためには、子どもを増やす方を他所から迎え入れなければいけないが、

鶴岡の女性がいるのに他所から女性を連れてこなければいけないのかとの批判もあ

り、その辺は理解を得ながら進める必要がある。 
 
（若者定住） 

・高校卒業までにそれぞれの伝統的な行事や集い、祭りなど、何かに参加して、それ

で会ったことのない人達と声を交し合ったというようなことが「ふるさとに帰る」、

そういう要因になってくるのではないか。 
 
（若者の雇用対策） 

・若者が地元で働けるための雇用開拓をしっかりとお願いしたい。 
 
（若手の育成） 

・若い人材を育成するためにも、工芸的な表彰だけではなく、食の卓越技能者の表彰

もあってもいいのではないか。若い人達が新たに挑戦するような、エネルギーを発

散できるような、そんな機会を作って欲しい。計画全体にエネルギッシュで力が溢

れているみたいな、そんな部分があって欲しい。 
・人材の発掘と養成について、若い人達が思い切ったことをできなくなっていること

から、若者組織と年寄り組織を作り、時々連携させるような形で思いっきり若手を

信頼し、いろんなことをやらせてみてはどうか。 
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（地区担当職員） 

・地区担当職員の力を十分に活用できるように、動けるようにして欲しい。 
 
（過疎振興） 

・過疎地域の生活や自然が守られるような支援をお願いしたい。 
 
（特別支援教育） 

・特別支援教育体制、教育相談体制整備について、小学校・中学校で手厚く支援して

も、その後の支援体制が充実していないため、中途退学、反社会的行動、引きこも

りなどにつながる傾向があり、その対策が必要である。 

 

（キャンプ地誘致） 

・東京オリンピックのキャンプ地として手を挙げたらどうか。 

 

（６次産業化） 

・産直に出す農家のお母さん達も、農林水産業の６次産業化にもっと参加できるよう

なものにして欲しい。 
 
（グリーン・ツーリズム） 

・鶴岡にはグリーン・ツーリズムに係わり、輝いている女性がたくさんいるので、そ

ういう方をもっと政策の決定の場に呼んでいただくと、もっとできることがあるの

ではないか。 
・これまでもグリーン・ツーリズムの活動は行われてきたが、より一層の施策の充実

をお願いしたい。 
 
（しな織・シルク） 

・「しな織」や「シルク」などについて、もっとデザイン力が必要なのではないか。 
 
（雪資源） 

・雪対策について、雪もひとつの資源であるといった感覚も必要で、そうした記述も

必要ではないか。 
 

（中心市街地活性化） 

・中心市街地の活性化について、新庄の「100 円商店街」などもいい発想であり、そ

うした事例も参考としてなんとか活性化を図って欲しい。 
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（インバウンド） 

・九州はインバウンドで韓国からのお客、台湾からのお客が何千人と来ているが、鶴

岡こそ、まさにそれができるのではないか。 
・鶴岡には映画村や慶應先端研など、みどころが満載で、空港からのアクセスも非常

によく、インバウンドとしての可能性が多くある。そこに「食」をうまく関係付け

ることでより効果的になる。 
 
（山形ＤＣ） 

・山形ＤＣの準備が進んでおらず、一緒になってみんなで考えるという方向性を出す

必要がある。羽越本線では、どういう企画をするのかなど、積極的にいろんな知恵

を出し合える場を設けて欲しい。また、コンセプターと呼ばれている実行力のある、

リーダーシップのある方、そういう方と積極的に繋いで欲しい。 
 
（観光大使） 

・鶴岡観光大使には、もっといろんなことをやってもらった方がいいのではないか。

ここをお願いしたいとか、ここで宣伝してほしい、といった具体的なことをお願い

するといいのではないか。 
 
（まちづくり） 

・「天空の竹田城」や「白壁の喜多方」のように、今後、ユネスコ登録などを踏まえ「食

文化都市宣言」など、一つの大きなタイトルがあると鶴岡を強力にアピールでき、

知名度も高められるのではないか。 
・人口 10 万人そこそこの地方都市というのは日本国中至るところにあるわけで、その

中で鶴岡はどのように他と差別化を図るかが重要である。 
・「ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ」の例に見るように、やはりイノベー

ションというのは非常に大事で、人のやっていないことをやっていくというのがこ

れから街でも、人でも、企業でも、非常に重要なことになってくる。 
 
（計画策定） 

・「田園都市」という表現は、鶴岡の雰囲気に非常に合っていると思われるので、総論

的なところでそうした視点、考え方を入れてはどうか。 
・文化都市の主な施策というのは「ローカル化」の結実であり、どこか総論的なとこ

ろで「ローカル化」というような言葉を入れてはどうか。 
・施策の優先順位が必要で、集中的にやらないと、みんな共倒れになるのではないか。 
・「本市を取り巻く状況」の中に市民が喜びを共有するということがないので、工夫と

創意といろんなものが湧き出る活力の大元となる、喜びを共有できる計画であって

欲しい。 
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（ルネサンス宣言関連） 

・ルネサンス宣言の５つの文化都市について、その理念を施策に繋げていく考え方を

書くともっと分かりやすくなるのではないか。 
・５つの「文化都市」が発散してしまい、鶴岡市がどういう都市なのと言われたとき

に説明しづらい。ビジョンとして１個大きなものがきて、その下にこの五つの重点

実施項目的なものがあり、その下にもっと細かな施策がくると分かりやすいのでは

ないか。 
・経済の活性化に企業の活性化は非常に重要で、そのためにはイノベーションが必要

であり、イノベーションを興そうとすれば人材が必要となる。そういったことから

も「学術文化都市」というのが非常に重要な項目と考えている。 
・「創造文化都市」というのは、「創造文化」という言葉自体に非常に意味があって、

従来の 20 世紀型の開発型のまちではない、「知力」とか「地力」、いろんな地域の力

を使って発想を豊かにすることによってまちが変わっていくという考え方があると

思う。ここに「創造文化都市」と入れるのであれば、少しそういう意味の言葉も書

くといい。 
・「観光文化都市」について、観光と文化を繋げるというのは非常にいいと思うが、こ

れが普通の観光とどう違うか、そういったことも少しコメントしてもらうと、例え

ばグリーン・ツーリズムが持っている深い意味なども浮かび上がってくるのではな

いか。 
・ルネサンス関連施策の進捗状況なり、成功度合いの分析も必要なのではないか。 
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第２回市民生活専門委員会での主な意見 

（H25.11.21 開催） 

（コミュニティづくり） 

・「地域コミュニティづくり」について、主な施策の方向は「○○の推進」が並んでい

るので、具体的な事例などを入れて施策の顔が見えるようにした方が分かりやすい。

行政で使う言い回しや用語だと分かりづらいので、具体的事例をあげると文言も理

解しやすい。 
・施策の方向の「行政では対応が難しい地域課題…」については、町内会や自治会の

負担を感じさせる表現になっているのではないか。 
・旧市町村ごとに地域審議会が設けられ、それぞれの地域に即したまちづくりを進め

ているが、地域リーダーの育成の取組みとして、他地区の優秀事例など学ぶ機会を

設け、それぞれの地域の形に即した形を模索していくというやり方が良いのではな

いか。 
 

（地区担当職員制度） 

・「時代の変化に応じた自治組織活動の見直しや負担軽減に向けた取組みの推進」につ

いては、今年度から実施している地区担当職員制度など具体的な取組み事例も記述

したほうが良い。 
・地区担当職員制度は、職員本人が何をすればよいのか分からないといった印象で、

趣旨は分かるが実効性がないと感じる。 
 
（消防団関連） 

・各分団の動きが鈍く、小回りが利かないので、災害時に即座に対応できる消防団体

制づくりが必要である。 
・朝日地域に 200 ヶ所の消火栓ボックスのホースが穴が開いて使えない状態なので、

ホースの更新を 優先してほしい。 
・小さな集落で消防団員が 1 名だと災害時にポンプ車を出動させることが出来ないの

で、消防団ＯＢ以外の方にも協力員になれるように検討していただきたい。 
・子育てを終え仕事をしていない女性たちなどの人材の掘り起こしをして、消防団員

として活躍していただくことを考えてはどうか。 
・消防団員、消防団ＯＢなど日中人がいない間の消火活動にあたって、一定講習を受

けた人が消火栓を使用することを検討いただきたい。 
 

（災害対応） 

・災害が起きてからの費用のことを考えると、それを未然に防ぐ対策にお金を投資し

た方が効率的ではないか。 

 

（空き家対策） 

・タヌキや狐などの追い払いだけでなく、もっと抜本的な対策を講じてほしい。 
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（不法投棄対策） 

・不法投棄対策について、日曜祭日の見回りなど、具体的な対策を明記したほうが良

い。 
 

（資源循環） 

・剪定した枝などを、シュレッダーを使って堆肥化・有機物化する方法を研究して欲

しい。 
 

（エネルギー関連） 

・エネルギーの地産地消を推進するためには、需要供給の面などから、コミュニティ

とのつながりが重要になってくると考えられるので、もう少しコミュニティと関連

付けて記載してはどうか。 
・小水力発電の推進など、地域の農村や中山間地で行われる取組みを地域コミュニテ

ィと結びつけながら進めていくことは非常に重要である。 
・薪ストーブに関するアンケートを実施した結果、行政の施策と市民感情との乖離が

見られたので、市民へのＰＲや啓蒙を推進する必要がある。 
・地域資源を生かしたエネルギーの創出は良い取組みである。 
 
（婚活） 

・未婚の方が増えてきており、その方たちは地域の集まりに出てこないという印象も

あり、少子高齢化対策として今後婚活事業も重要である。 
 

（弱者目線） 

・少子高齢化対策、雇用対策、災害対策、環境対策など、市民生活を守るうえで、弱

者の目線に立った行政の施策をお願いしたい。 
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第２回健康福祉専門委員会での主な意見 

（H25.11.20 開催） 
（健康づくり） 

・「定期的な妊婦検診の受診や不妊治療への支援」とあるが、不妊治療に対しての理解

が低いので、行政として今後どのような支援をしていくのかを謳ったほうがよい。 
・若い女性の喫煙率が増加しているので、たばこに対する施策を盛り込んで欲しい。 
・「精神衛生」という表現は、予防に力を入れている現状を踏まえると「精神保健」の

方が適切ではないか。 
・「豊かな森林資源を生かした健康づくりの推進」については、鶴岡市が森や山に囲ま

れ森林資源に恵まれているので理解できるが、実際に森林で介護予防効果はあるの

か。 
 

（生活保護関連） 

・生活保護の申請を却下された方については、地域の民生委員等に情報提供をしたり

して見守りなどケアをしていくべき。 
・生活困窮者の自立支援対策として、山形市のように生活相談窓口の設置などを検討

すべき。 
 
（障害者支援） 

・平成 27 年に障害者差別禁止法や障害者差別解消法が施行されるので、障害者に対す

る差別解消についても触れた内容にする必要がある。 
 
（発達障害児支援） 

・発達が気になる子どもたちに対しての支援システムを構築していくべきだと思うが、

「発達障害児」と限定した表現はどうかと思う。 
 

（病児保育体制） 

・ファミリーサポートセンターの「まかせてさん」に対して、インフルエンザの予防

接種への助成をしていただくなど、病気にかかった子どもをもつ親が安心して仕事

にいけるような仕組みづくりをして欲しい。 
 
（ワーク・ライフ・バランス） 

・男性の育児休暇取得について、まずは市職員から率先して取り組んでいただき、積

極的に男性の育児参加を推進していただきたい。 
 
（認知症対策） 

・国の認知症対策「オレンジプラン」を踏まえた内容に見直していただきたい。 
・認知症の方々の尊厳を保ちながらという施策を打ち出していくためには、認知症に

対する市民の理解が重要であるので、行政と市民との意識の共有が必要である。 
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・認知症の方々を支える家族への支援の強化を謳って欲しい。 
・認知症対策に対する医療・介護サービスを担う人材の育成についても考える必要が

ある。 
 

（荘内病院） 

・基幹病院として荘内病院は重要だと思うが、弱体化しているのではないかと危惧を

抱いている。 
・病院に来られた患者や患者の家族に対して、説明不足のケースが見受けられるので、

患者や患者の家族が理解できるような応対に努めて欲しい。 
 

（地域医療の連携） 

・地域の医療機関は医療の現場、大学は学術研究として機能しているので、地域医療

の充実に主眼を置いた「地域の保健医療・福祉機関の連携による地域の健康増進や

医療の充実」と例えば「公衆衛生学教室等の先端的研究への協力」などと施策を分

けたほうが適切ではないか。 
 

（かかりつけ医） 

・「かかりつけ医の普及促進」については、市がやるのか、病院がやるのかが分からな

いので、普及促進に対する具体策を示して欲しい。 
 

（災害訓練） 

・高度医療病院として重症患者の受入を想定した災害訓練を実施すべき。 
 

（看護師養成） 

・今後荘内看護専門学校が選ばれる学校であり続けるために、4 年制大学への移行や

ハード面の整備が必要ではないか。 
 
（在宅患者支援） 

・末期患者の在宅介護については、老々介護となるケースが増加しているので、それ

に対するケアや支援をして欲しい。また、「Net4U」が機能していないように見受け

られるので、末期患者に対する希望に沿った在宅介護支援をしていくべき。 
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第２回教育文化専門委員会での主な意見 

（H25.11.14 開催） 
（高等学校の再編） 

・高等学校の再編で、鶴岡市では特に加茂水産高校と庄内農業高校の問題が大きい。 
 
（特別支援教育） 

・特別な支援が必要な生徒の進学先が課題である。 
・特別な支援が必要な子どもたちについて、毎年 1.5%、20 人くらいが高校を中途退

学しており、10 年経ってそういった人が 200 人、300 人となっていくと、将来的に

鶴岡市にとっての大きな不安定要素、課題となるのではないか。 
・特別な支援が必要な子どもの進む先として高等養護学校があるが、定員が 20 人しか

ない。飽海や 上からも人を受け入れている。鶴岡は特別支援学級だけで 30 人くら

いいるので、その子どもたちの進む先がなくなってしまうという実態がある。 
・現在、山添高校が特別支援についてとでもよく面倒を見てくれているが、26 年で募

集停止、28 年でなくなってしまう。特別な支援が必要な子どもたちの学習の場を保

証するような再編をするのがこれからの鶴岡にとって大切なことなのではないか。 
 
（オリンピック合宿所誘致） 

・東京オリンピックの際に鶴岡で外国の選手団がキャンプを張るというような体制づ

くりが、スポーツの振興や国際交流の仕方にも考えられるのではないか。もし目指

すのであれば今から声をかけていかないとなかなか難しいのでは。 
・オリンピックに関して、国際的なキャンプを持ってくるとなるとそれに見合う施設

が必要になってくる。現状、老朽化しているので修繕をしてかないと呼びかけをす

るにしても難しいのではないか。 
 
（国際大会の誘致） 

・国際大会のようなものが一つでも来ると、選手の見方や考え方が違ってくるのでは

ないか。すごくいい勉強にはなると思う。 
 
（教育相談体制） 

・中学校で不登校等の問題が解決した子どもが、高校でまた元に戻ってしまうことが

少なからずある。高等学校においても状況を踏まえた対応をお願いしたいところで

あり、教育相談体制の整備を推進すると書いていることは大変ありがたい。 
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第２回農林水産専門委員会での主な意見 

（H25.11.19 開催） 
（農業の担い手） 

・計画を書くとなるとどうしてもこのようなきれいな書き方になるが、そもそも担い

手がいないという決定的な、話し合いでどうこうできないような状態まで来ている

のではないか。「誰がやるか」というガイドラインを示さなければいけないのではな

いかと思う。 
 
（法人の参入） 

・将来的に見て株式会社等の法人の参入について、鶴岡市としてどのように準備して

おくか考えておかなければいけないのではないか。トヨタのような巨大な資金力が

あるところとやっていこうと思うのであれば、施策が進められた時点で考えるので

は遅い。 
 
（環境保全型農業） 

・藤島庁舎に認定班があり、25 年度で一般的な特別栽培の認証事業からは撤退するは

ずだが、それと「農産物認定事業の機能を 大限に活用し」というのは相反するの

ではないか。 
 
（技術開発、研究） 

・資金力のある企業は自分で事業化できるが、資金の無い人がアイディアを持ってい

く場所がないので、 初の入口のところで拾い上げて整理をする窓口のようなもの

があればいいと思う。 
 
（耕作放棄地） 

・耕作放棄地が発生しているところはどちらかといえば中山間地であり、平坦部のた

またま耕作放棄しているところなら対応できるが、中山間地には果たして対応でき

るのか。 
・「耕作放棄地対策」と「担い手の農地集積」は別ではないか。 
 
（ユーザーとのマッチング） 

・柿農家で古い木は作る人もおらずそのまま放置されて処分に困っている。そういっ

たところでユーザーとマッチングする機会を作れないものか。 
 
（畜産振興対策） 

・鶴岡市は畜産が非常に弱い。経営規模の拡大とあるが、今の畜産農家は拡大という

よりも肥育から繁殖への切り替えなど、そういった動きの方が強い。畜産を振興す

るにはスタンスが弱いのでは。 
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（農業体験） 

・「体験プログラム」に関わる部分に農業体験のことをもう少し入れてもいいのではな

いか。外部からだと民家に泊まるという事もありかと思う。 
 
（林業の担い手） 

・森林所有者の担い手というのは農業などとは別個のものとして考えなければいけな

いのではないか。現場とプランニングが乖離しているように思う。 
 
（ペレットストーブ） 

・木質ペレットストーブの利用者に助成を出すなど普及促進を図っていけば、森林資

源循環システムの一つに十分加わるのではないか。 
 
（木材の価格） 

・木材の買取価格があまりにも低すぎる。根本的な所で価格を上げていく、価値を高

めていくにはどうするかということが問題になるのではないか。 
 
（乾燥センター） 

・今までの木材は工業製品としてあまりに未完成な商品であったが、乾燥センターを

通すことによって付加価値が高くなった。しかし十分利用されるような状態にはな

っていないので、まだまだ PR という面で追いついていない部分がある。 
 
（地場産木材） 

・地元産木材を使用したいと思っている大工や工務店は多くいるが、品質面や流通量

などの関係でなかなか使ってもらえていない。 
・地場産木材は流通量が少なく価格面での競争力では追いついていない。その部分を

補うために様々な補助制度があるがどうしても使いづらい。もう少し使う側に立っ

た仕組みづくりというのが必要なのではないか。 
 
（木質バイオマス発電） 

・木質バイオマス発電は単に電気を取り出すだけの施設となっているが、熱源利用な

どももう少し考えられるのではないか。 
・今、収量で考えていくと、鶴岡市から出てくる量だけでは足りないのではないか。

それに対して県外業者の終末処分の意味合いも込めて、その部分も入ってくるので

はないかと思う。 
 
 
（コーディネーター） 

・様々な補助制度が使う側にすると非常に煩雑で使いづらいものになっている。コー

ディネーターからその辺のアドバイスもいただけるとうまくいくのではないか。 
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（集約化、団地化） 

・グローバルな基準の中でどう戦っていくかとなれば集約化、団地化しかない。 
・集約化して、今まで価値がなくて捨ててきたものをバイオマスに利用するなど、そ

ういった利用によって付加価値が付いて収益が上がることに期待している。 
 
（森林資源の循環） 

・現在 1 年間に木が増える量の 10%しか使っていない。成長量以上に使えばなくなる

が、その以内であれば循環するわけなので、間伐、皆伐も入れつつ、若い木も植え

ながら、といったことを確実にできるような施策をお願いしたい。 
 
（森林と海） 

・海にとって森林は重要な役割を担っているので、そこも盛り込んでほしい。 
 
（内水面漁業） 

・水産業について、海面しか内容が載ってないがなぜ内水面がないのか。 
 
（放射線検査） 

・現在放射線物質については、県の方で月２回、２種類の検査をしている。そのこと

も盛り込んでほしい。 
 
（水産物のブランド化） 

・「庄内おばこサワラ」について書いてあるが、冷水器を使用して活ガニ、活ズワイガ

ニ、紅エビについてもいい評価を得ているので、この辺も盛り込んでほしい。 
 
（全国豊かな海づくり大会） 

・平成 28 年度に「全国豊かな海づくり大会」が開催されるが、この辺のところは計画

に出さなくていいのか。 
 
（農業の価値） 

・農業は経済効率が悪いイコール悪という考え方の下で、日本の経済成長路線の中で

は本当に取り残されるべくして取り残されている。しかし、農業の本来の価値はそ

れだけではなく、日本の地理的な条件もあり、それを維持するには相応のコストが

かかるということを国民全体が共有すべき。 
・農山村や農業の多種多様な価値を認識してもらうために情報発信を地域からやるべ

き。 
・本来住みやすいはずの農村地域から市の中心部にどんどん人が流れていき地域がま

すます疲弊していく。そうした負のスパイラルに巻き込まれて伝統や多種多様な価

値観が失われていかないようにするにはどうしたらいいかをもっと前面に出さない

といけないのではないか。 
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（食文化創造都市） 

・食文化創造都市の中で農林水産分野はかなりのウェイトを占めていると思うが、こ

の点は入れなくていいのか。 
・食文化創造都市という文言は生産のところに入っていたほうがいいのではないか。 
 
（将来のビジョン） 

・大きな事業になると完成まで 15 年、25 年くらいかかる。その場合、25 年先のこの

地域の姿を考慮せず、今の状況を前提として進めていくと、今から計画していくこ

とが無駄になる可能性も十分有り得る。 
 
（地産地消） 

・地産地消のところで弱いところを救済するということが前面に出ているが、もう一

面、強い意味、積極的な攻めの部分も入れてみたらどうか。（フードマイレージ、CO2
削減など） 

・学校給食における鶴岡産野菜の利用率 50%、地元産魚介類の利用率 30%以上を維持

できるようお願いしたい。 
 
（教育） 

・市内の小学校の生徒が校外学習で市場や漁協の見学に来ることがあった。このよう

な学習についても将来の就業者になる可能性のある子供たちなので取り入れてほし

い。 
・藤島地域から見ると田や畑は身近で受け入れやすい存在だが、海や林業といった資

源も鶴岡市には豊富にあるということを小さいうちから経験できたらいいと思う。 
・木育というと幅が広いが、教育は継続することが必要となってくるので、お金が無

くなったらそこまでしかやらないというようなことを軽々しく述べるべきではない。

他人依存ではなく、鶴岡市としてきちんと進めるべき。 
 
（交流促進） 

・本市農林水産業の「応援団づくり」は、都会の子供や田舎暮らしを求める人を呼ん

で交流を拡大させようという方策だが、そもそも農家・漁家・林家の子供たちが農

林水産業に通じる気持ちを持つように足元から固めていく必要があるのではないか。 
 
（販路拡大支援） 

・販路拡大のために都内へ行くと、大変好評を得て売り上げも伸びていく感じだが、

旅費が全て食ってしまうという状態である。これからもそういったことを持続する

ために何らかの方法で支援をお願いしたい。 
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（6 次産業化） 

・６次産業化に向けた身近な窓口を整備してほしい。庁舎の産業課に行けばいいのか

もしれないが、どうも浸透していないところがある。 
 
（鶴岡産ブランドの確立） 

・現状山形県としてのつや姫となっていて、鶴岡産のつや姫という部分が埋没してい

る印象を受けるので、そこを強くアピールしてほしい。 
 
（景観） 

・農業は営農としてだけでなく景観としても重要である。ゆるキャラでもなんでもい

いが、そういった白鳥などの生き物が住めるところだということがイメージできる

ようなものが何か欲しい。 
 
（研修会等） 

・いろいろな支援事業や指導、教室などがあるが、なかなか人が集まらないのが現状

だと思うので、過去の成功例、実践例等の PR をもう少し頑張ってほしい。 
 
（観光と文化） 

・中山間地について、コストや所得だけでなく、観光や文化的な資産として持ってい

くようなスタンスはないか。 
 
（学校跡地の利用） 

・農林水産ではない分野で廃校になった学校の跡地利用があるが、環境資源として農

業とのマッチングは考えられないか。 
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第２回商工観光専門委員会での主な意見 

（H25.11.15 開催） 

（雇用） 

・ルネサス関係について、今後雇用・再雇用の問題が出てくる。Ｕターン希望者より

も優先的に考えていかなければならないのでは。 

・鶴岡市でも県外において、就職についての企業説明会を実施するべきである。 

 

（産業振興） 

・「地域の強みを生かした地力ある産業の振興」とあるが、あまりに漠然としており、

何をしていくべきなのかというものが見えてこない。 

・助成金や減免等、企業にとって有益な制度は多々あるが、あまりにも使いづらい。

地方の中小企業の活性化のためにも、申請方法等、もっと利用しやすい環境にして

いかなければならないのではないか。 

・鶴岡に住みたい、暮らしたい、帰ってきたいという人はたくさんいるが、仕事がな

く鶴岡に帰ってこれないのが現状である。起業する人を育てるという要素が必要な

のではないか。 

・鶴岡でもＩＴ関連など、１人でも起業できる業種というものが増えていくと考える。

そういうものに力を入れていかなければならない、という項目があってもいいので

は。 

・「手に職をつけたい」と思う方々は結構いる。そういった方々から積極的に伝統産業

等の講習を受けてもらい、「鶴岡の産業」を残していきたい。 

・民間の方がより活動しやすいよう、後押しをしていくのが行政の大きな役割であり、

主力は地域の企業である。 

・国でも創業関係の助成金制度を設けるなど、「創業」について力を入れていく方向で

ある。 

・補助金制度を利用するのは一中小企業だけではなかなか難しく、行政のサポートが

必要である。 

 

（商店街） 

・市街地商店街の衰退が進んでいる一方、大手のチェーン店ばかりが増えている。今

後、小規模な地元の店をどう守っていくか、育てていくかという項目もあっていい

のではないか。 

・ＴＭＯ事業について「ＴＭＯ事業の取組みの支援」という形のやり方から、もっと

具体的にどう発展させていくか、考えていかなければならない。 

・地域の商業の方々、担い手の方々との話し合いの中で、いかに地域全体として考え

ていけるかが重要である。 

・「多様な交流による中心商店街の活性化」について、行政の言っているターゲットを

明確にしてほしい。 
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（観光メニューの充実） 

・観光タクシーや観光バス等でやってくる方はだいぶ減っているように感じる。これ

からは、１対１での説明等、きめ細やかなサービスが大事になってくる。 

 

（観光振興全般） 

・広域観光を充実させていく上で、観光の連携や情報の共有が必要である。 

・「多様な観光ニーズを踏まえた誘客の促進」とあるが、やはり目玉みたいなものがで

きれば集客しやすいのではないか。 

・宿坊も冬期間の観光資源として考えると「創出」につながるのでは。 

・「手向宿坊街の景観整備と体験交流メニュー」とあるが、固有名詞を入れて「手向宿

坊街・六十里越街道景観観光整備」として欲しい。 

 

（交通） 

・観光地を繋ぐ２次交通の充実について、利用者と提供側双方の意見を吸い上げた上

で「主な施策」として反映していただきたい。 

・公共交通機関があまりにも貧弱であり、考えていく必要がある。 

 

（人材育成・活用） 

・観光に関しての「人材育成」のためには、情報の集まる場所、プラットホームみた

いな場所づくりが必要である。 
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第２回社会基盤専門委員会での主な意見 

（H25.11.18 開催） 

（景観） 

・歴史的な建造物が多い地域は、景観に配慮した都市計画が重要になってくる。企業

と行政が連携、模索して進めていく必要がある。 

 

（まちづくり） 

・伝統・文化というものは、このままの形で残すだけでは残っていかないものである。

現代の暮らしに合わせて作りあげていくものである。そういった面からも、行政は

どうしたら本来の伝統や文化を残していけるかとういうところを考えながら、まち

づくりや地域づくりを考えていく必要がある。 

・「自分の住んでいるところはこうだ」という、誇りを持って言えるような社会基盤を

作らなければならない。 

 

（空き家） 

・「空き家、空き地の適正管理と利活用」とあるが、今後空き家が増加し、それらを有

効利用していく方法を考えなければ、構造上も防犯上も危険である。鶴岡市でも、

補助や解体等も含め幅広く考えていく必要がある。 

・「つるおかランド・バンク」では、空き家の有効利用等について助成金を出すという

制度もあり、利用拡大に努めていかなければならない。 

・中山間地では、空き家が雪の重みで倒壊した事例が数件ある。その内持ち主がわか

らない家も存在している。こういったことも踏まえ、地域と行政が連携して、将来

的な空き家問題の設計をしていくべきである。 

・所有者が不明な空き家は、将来的にあらゆる不安をはらんでおり、行政としても突

き詰めて所有者を管理していく必要があるのではないか。 

 

（情報社会） 

・「情報社会に対応した環境整備の推進」のためにも、公衆無線ＬＡＮ環境やエリアデ

ジタル放送等、整備していく必要がある。 

 

（高速交通） 

・羽越本線の環境整備を推進していく必要がある。鶴岡から温海温泉の区間では、ま

だ単線の区間もあり、せっかくの観光資源も十分に利用されていない現状が見られ

るとともに強風による遅延の問題などもあり、ＪＲや市民にもこういった現状を訴

えていくべきである。 

・観光の面や商工業の面から見ても、飛行機の増便は必要である。 
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（その他） 

・地域から問題提起があった場合、行政は公共的にどう続けられるかという発想で考

えていかなければならない。そういったことが地域づくりに繋がる。 

・グランドデザインやマスタープランに、鶴岡について大まかにイメージできるもの

（住んでみたいまち、快適なまち、楽しいまち 等）がもう少し明記してあると、

非常にやりやすいのではないか。 

・鶴岡市のグランドデザインはあるわけなので、そういう視点にたって、まちをどう

デザインしていくかというものがあれば、議論しやすい。 

・観光地までの公共交通や自転車の利用等に、力を入れていくべきである。 
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地域審議会での主な意見 

 

（H25.11.19～25 開催） 

【総合計画関連】 

 

（ごみ処理施設） 

・新たなごみ処理施設の建設に際しては、熱利用を可能とする施設とすべき。また、

その運営は民間に委託するなどし、24 時間稼動にするといい（施設に負担をかけない

ことにつながる）。 

・新たな廃棄物処理施設の整備について、環境条例や環境基本計画、廃棄物処理計画

などの審議会で各専門的な検討もされているので、そうした内容も総合計画に生かし

て欲しい。 

 

（防災） 

・羽黒地域で以前実施していた、自主防災訓練を実施する際の補助について復活させ

て欲しい。 

 

（エネルギー） 

・下水関係の資源利用として、リン酸、カリウムの研究を進めて欲しい。 

 

（介護） 

・在宅介護に対する支援策が年々縮小されているのは問題ではないか。 

・特別養護老人ホームについて、国や市で進めようとしているユニット型（一人用）

は、多床室と比較し建設コストも高く、年金の多い人しか入れないなど、待機者が多

くいる現状の中で、その施策は見直すべき。 

 

（教育） 

・義務教育過程において、教育意欲を喚起させ、人格形成に繫がるような教育指導が

重要であるので、そうした記載を盛り込んで欲しい。 

 

（文化活動） 

・伝統文化の保存・継承も大事だが、新しい文化活動や資源を充実させることも重要

である。 

 

（国際交流） 

・「草の根交流活動の推進」については、これまでの取組経過やその重要性の観点から、

「多文化共生の推進」に統合しないで、独立した細節としてはどうか。 
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（６次産業化） 

・農林水産業の６次産業化の促進をもっと強く打ち出して欲しい。 

 

（食文化） 

・食文化のユネスコ登録の関係で、登録認定されるためには国際リーダー的役割が求

められることから、後期基本計画の中でもしっかり記載してほしい。 

 

（中山間地域） 

・朝日地域や温海地域など中山間地域は、TPP 等の影響から農地の荒廃が懸念され、そ

の対策が課題であることから、きちんと記載してほしい。 

 

（減反政策） 

・国で減反政策の廃止について検討しており、もし実際に行われるとなれば大きな影

響が出てくるので、市としてもその対応策を考えてもらいたい。 

 

（ＴＰＰ） 

・農家の間や藤島庁舎の中でＴＰＰの勉強会のグループを作って、出来ることがあっ

たら取り組んでいく、そうしたことが藤島を元気にする施策につながるのではないか。 

 

（農業基盤） 

・農家の成り手がいないことが懸念され、耕作放棄が拡大することが心配。昭和時代

の基盤整備の圃場で家族経営でやれるのは 15ha くらいが限度で、家族経営でも 20ha

～25ha くらいできる基盤整備が必要である。 

 

（企業誘致） 

・地元就職を希望する声は多く、それを支援するためにも企業誘致に力を入れるべき。 

 

（雇用） 

・人口減少の原因となる雇用対策の取組みが弱いのではないか。 

 

（空き家） 

・以前から問題となっている手向地区にある空き家について、早急に安全確保のため

の対策を行って欲しい。 

 

（雨水排水） 

・長沼地区の排水対策について、大型ポンプ 5 台が稼動しているが、毎年設置、撤去

される（メンテナンスの理由から）ことから、継続設置をお願いしたい。 
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（交流） 

・人口減少は、結婚しない人が増えていることも要因で、結婚すると子どもは結構産

まれている。文化・歴史・観光を生かした交流の環境づくりが大事で、単なる名刺交

換のような交流ではなく、コミュニケーションの場、話し合いができる場をつくって

いく努力をして欲しいし、それが人口増にもつながるように思う。 

 

（計画策定） 

・今後５カ年の人口推移について、地域ごとにどうなっていくのかを示し、それに則

って今後の施策を進める必要があるのではないか。 

・本市を取り巻く状況について、マイナスイメージのものばかりで、本市の魅力が感

じられないので、本市の良さ、食文化などのプラス面も出してはどうか。 

 

（その他） 

・他の市町村で実施している「こども議員」の取組みについて、鶴岡市でも取り組ん

でみてはどうか。 

・地域審議会に限らず、様々な地域振興等に係る会議の場で、議論が円滑に進むよう

に、ファシリテーターのような会議進行の専門職を導入するといいのではないか。 

・「ふるさと納税」について、市独自の特典を付けるなど、もっと取組みを強化しては

どうか。 

・各地域を別々に考えるのではなく、地域の特色は市全体の特色と捉えて同一のもの

として考えて行く必要があるのではないか。 
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【地域振興関連】 

 

（羽黒地域） 

・羽黒地域の振興に係る主な施策の中に「映画ロケ支援等観光連携による周遊・滞在

型観光ルートの整備」とあるが、これまで他県から視察に来た人から、「売店等の施

設が不足している」との苦情があったので、対応を検討して欲しい。 

 

（櫛引地域） 

・櫛引地域の歴史・文化の里整備の関係で、柏戸記念館についても取り上げて欲しい。 

・櫛引地域のグリーンツーリズム関連の取組みについて調査検討とあるが、是非前向

きに進めて欲しい。 

 

（朝日地域） 

・山ぶどうだけでなく、他にも庄内柿等の農産物もあるので、それらに関連した取組

みも記載した方がいいのではないか。 

・朝日地域における山ぶどう関連の取組みについては、天然ものと栽培品との区別を

含めて記載した方がいいのではないか。 

・林業施策をもっと盛り込んだ方がいいのではないか。 

・地域産木材の活用に関する取り組みを盛り込んだ方がいいのではないか。 

・朝日地域にある様々な施設（スキー場、産直施設、ゴルフ場など）が連携した面的

な取組みの記載があった方がいいのではないか。 

・朝日地域といえば「山ぶどう」「月山ワイン」というイメージを持つ人が多いので、

このイメージを大きく広げ、生産振興の強化を図って欲しい。 

・地域づくりのコーディネーター役となる人材の育成についても盛り込んだ方がいい

のではないか。 

・他地域と比較して朝日地域の内容が薄いのではないか。 

・「安全・安心で心豊かに生活できる地域づくり」という記載があるが、具体的内容

の記載がなく、わかりにくい。 

・所得に繫がるような施策内容が足りないのではないか。 
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鶴岡まちづくり塾での主な意見 

（H25.11.20 開催） 

（防災） 

・消防団員の確保は重要な課題であるので、市としても若者に団員になってもらうよ

う働きかけを行って欲しい。 

・市の人口規模に対して、消防団員数や消防に関する支出が過剰ではないか。もっと

合理化を図って欲しい。 

・大規模災害に備え、災害時に庄内地域全体で組織的に対応できるようなインフラシ

ステムの構築を目指して欲しい。 

 

（子育て） 

・子育て支援について、基本計画に具体的に位置付けたうえで拡充を図って欲しい 

・第３子以降の出産にお祝い金を支給するよりも、給食費の負担軽減や無償化をした

方が子育て支援になるのではないか。 

・育児に参加する男性のための支援として、関連した講座を開いてはどうか。 

 

（福祉） 

・車イスの方等にも配慮したバリアフリーMAP(段差、階段、障害者用トイレ等の表示)

を作成してはどうか。 

 

（婚活） 

・現加茂水族館やまちなかキネマ、道の駅あつみ「しゃりん」の活用や森林散策を通

した婚活イベントを企画してはどうか。 

 

（教育） 

・第３章の取り組みには特に力を入れて欲しい（子どもたちのスポーツを含めた体験

学習等）。 

 

（スポーツ振興） 

・東京オリンピンクに向けて、鶴岡を舞台にした女子ボクシングの映画を製作しては

どうか。 

 

（都市交流） 

・市の広報誌や民間の情報誌、フリーペーパー等で姉妹都市等の情報を相互に掲載す

る取組みを行ってはどうか。 
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（国際交流） 

・国際交流の推進については、出羽庄内国際村の中だけでなく、鶴岡市の各地域で取

組みを行ったほうが外国人の理解に繫がるのではないか。 

 

（農業振興） 

・観光農業、体験型農業の取組みは、これからの農業を考える上で重要なので、例え

ば「農業の多角化」といった形で、第４章第５節に細節を設けて整理すべきではな

いか。 

・TPP など農業を取り巻く環境の見通しが難しい中でも、安心して営農ができるような

環境を確保してほしい。 

・農林水産業の６次産業化やアグロエコロジー（農薬や化学肥料を使わない自然と調

和した農業）を学べる場をつくって欲しい。 

・温海地域にある利用廃止となった NTT 施設を活用し、天候に左右されない野菜工場

施設を整備してはどうか。 

 

（畜産振興） 

・旧温海高校跡地に豚舎を整備し、あつみ豚のブランド化を推進してはどうか。 

・朝日地域の大鳥地区にダチョウ農場を整備してはどうか。 

 

（食文化） 

・ユネスコ創造都市ネットワークへの食文化分野での登録に向けた取組みについては、

鶴岡全体の農家が利益を受けられるような視点で考えて欲しい。 

 

（就業機会創出） 

・ルネサスの問題もあることから、雇用確保の取組みについてもっと強く記載したほ

うがいいのではないか。 

・県外の大学に進学し卒業した若者が U ターンして戻ってこれるような就業機会を増

やして欲しい。 

・やる気のある若者、優秀な人材が活躍する土壌として、積極的に起業できるサポー

ト体制を充実させて欲しい。 

 

（観光） 

・湯殿山や月山等の観光スポットに、外国語の案内看板等の設置が必要ではないか 

・農林水産業の体験事業を通して、食育活動や地産地消の推進、新規就農支援、鶴岡

ならではの観光の振興に取り組んではどうか。 
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（産業振興） 

・慶應先端研やスパイバーの研究成果・技術をもっと活用できるような仕組みをつく

って欲しい。 

・地方にお金を取り込むには、人口増・観光等による外貨獲得・企業誘致に限る。全

国の地方都市が同じ目標を持っている中で鶴岡市が選ばれるために、先進的な施策

を講じなければならない。観光には流行がつきものなので、出きれば企業誘致を狙

いたい。 

・IT 技術の進化により、ビジネスの形態が組織から個へと移行し、大企業の力の衰退

が予測されることから、今までのように大規模な工場を一つ二つ誘致すれば安泰と

いう時代ではなくなる。 

・IT ベンチャー誘致を目指して助成金による家賃補助や免税減税、市内全域をカバー

する WiFi ネットワークの整備等を進め、日本のシリコンバレーを目指してはどうか 

・鶴岡駅前イオン跡地に無印良品のショップを誘致してはどうか。 

 

（都市環境形成） 

・大山地区にドッグラン施設を整備してはどうか。 

 

（地域活性化） 

・地域内のイベントや既存施設の利活用法について見直しをして、新しい取組みを模

索する必要がある。 

 

（情報発信） 

・NHK ラジオ番組「すっぴん」の公開録音を、鶴岡で開催するよう誘致してはどうか 

・地域を活性化させるための手段としての SNS 等の積極的活用を検討して欲しい。 

 

（総合計画全般） 

・成長を目標にしているならば、「既存物依存からの脱却」と「世界の中の鶴岡」とい

う視点が欲しい。施策はミクロでもビジョンはマクロでの整理を。 

・「世界の中の鶴岡」という視点を取り入れ、新しい鶴岡を作り出すような、より戦略

的・攻撃的な施策があっても良いのではないか。 

・意見聴取に当たって、よりわかりやすい説明をお願いしたい。またどのような意見

を求めているのかを明確にしてもらいたい。 

 




